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戦
後
日
本
の
対
外
政
策
を
支
え
る
指
針
の
一
つ
に
「
国
連
中
心
主
義
」
な
る
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
に
従
い
、
日
本
政
府
は
国
連
の
諸
活
動
に
協
力
す
る
姿
勢
を
維
持
し
、
昨
今
、
安
全
保
障
理
事
会
の
常
任
理
事
国
と
し
て
更
な
る
貢
献
を
行
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
だ
が
、
歴
史
的
な
視
点
か
ら
日
本
の
国
連
外
交
の
実
績
を
点
検
し
て
み
れ
ば
、
日
本
の
協
力
は
ア
イ
デ
ィ
ア
や
組
織
面
よ
り
も
、
財
政
面
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
冷
戦
終
結
後
、
日
本
が
「
金
を
出
す
が
、
人
を
出
さ
な
い
」、
ま
た
は
「
血
や
汗
を
流
さ
な
い
」
と
非
難
さ
れ
る
の
も
こ
の
偏
っ
た
協
力
姿
勢
と
無
関
係
で
は
な
か
ろ
う
。
と
は
い
え
、
日
本
は
国
連
加
盟
後
、
五
〇
年
の
間
に
財
政
以
外
の
面
で
何
も
寄
与
で
き
な
か
っ
た
と
の
評
価
も
や
や
公
平
を
失
す
る
で
あ
ろ
う
。
数
少
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
日
本
は
一
部
の
分
野
に
お
い
て
金
以
上
の
貢
献
を
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
国
連
大
学
創
設
へ
の
協
力
は
そ
の
一
例
と
い
え
る
。
　
国
連
大
学
は
国
連
専
門
機
関
の
な
か
で
、
唯
一
日
本
に
本
部
を
置
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
組
織
に
対
す
る
日
本
の
協
力
は
大
学
設
置
構
想
が
公
に
な
る
以
前
か
ら
既
に
始
ま
っ
て
い
る
。
一
九
六
九
年
九
月
、
当
時
の
ウ
・
タ
ン
ト
（U
Thant
 
      
）
国
連
事
務
総
長
は
年
次
報
告
の
中
で
国
連
の
下
で
「
国
際
大
学
」
を
創
設
す
る
提
案
を
行
っ
た
。
後
述
の
よ
う
に
、
こ
の
ウ
・
タ
ン
ト
の
構
想
に
対
し
、
途
上
国
が
概
ね
歓
迎
一
文
化
教
育
面
に
お
け
る
日
本
の
国
連
協
力
の
光
と
影
（
潘
）
文
化
教
育
面
に
お
け
る
日
本
の
国
連
協
力
の
光
と
影
―
―
　国
連
大
学
の
創
設
を
め
ぐ
る
対
応
　―
―
潘
　
　
　
　
　
亮
論
　
説
し
て
い
た
も
の
の
、
国
連
の
な
か
で
多
大
な
発
言
力
を
有
す
る
西
側
先
進
国
の
大
半
は
東
欧
共
産
圏
諸
国
と
と
も
に
冷
た
い
反
応
を
見
せ
て
お
り
、
そ
の
一
部
に
は
同
構
想
を
潰
す
動
き
さ
え
見
ら
れ
て
い
た
。
唯
一
の
例
外
は
日
本
で
あ
っ
た
。
日
本
政
府
は
当
初
か
ら
ウ
・
タ
ン
ト
を
全
面
支
持
す
る
姿
勢
を
示
し
た
の
み
な
ら
ず
、
資
金
協
力
を
早
々
と
表
明
し
、
国
連
内
の
意
見
調
整
の
過
程
で
一
貫
し
て
推
進
派
の
先
頭
に
立
ち
、
国
連
大
学
構
想
の
維
持
と
実
現
の
た
め
、
巧
み
な
交
渉
術
を
駆
使
し
、
同
大
学
創
設
決
議
案
成
立
の
最
大
の
功
労
者
と
な
っ
た
。
国
連
大
学
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
も
、
他
の
先
進
国
が
傍
観
し
て
い
た
な
か
で
、
本
部
敷
地
の
提
供
や
大
学
の
運
営
維
持
な
ど
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
面
で
ほ
ぼ
単
独
で
協
力
を
続
け
て
き
た
。
　
さ
て
、
こ
の
国
連
大
学
に
か
け
た
日
本
の
熱
意
は
一
体
何
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
？
当
時
の
国
際
情
勢
に
鑑
み
て
、
こ
の
国
連
大
学
構
想
を
早
急
に
実
行
す
べ
き
理
由
は
見
当
た
ら
な
い
。
国
際
教
育
文
化
協
力
を
通
じ
て
世
界
平
和
を
促
進
す
る
意
味
で
、
国
連
教
育
科
学
文
化
機
構
（
以
下
、
ユ
ネ
ス
コ
）
が
既
に
活
動
し
て
お
り
、
そ
の
業
務
の
大
半
と
重
複
す
る
新
た
な
国
際
組
織
を
立
ち
上
げ
る
必
要
性
は
特
に
な
か
っ
た
。
こ
の
い
わ
ば
「
不
急
不
要
」
の
機
関
の
設
置
が
最
終
的
に
国
連
総
会
で
圧
倒
的
な
賛
成
多
数
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
こ
と
は
む
し
ろ
国
連
史
上
の
「
奇
跡
」
で
あ
っ
た
。
翻
っ
て
、
こ
の
「
奇
跡
」
を
成
就
さ
せ
た
日
本
政
府
に
目
を
転
じ
る
と
、
当
時
の
日
本
は
高
度
成
長
の
絶
頂
期
に
あ
り
、
国
連
大
学
構
想
を
支
え
る
経
済
力
は
確
か
に
充
分
備
え
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
七
〇
年
代
前
後
の
日
本
政
府
は
、
二
国
間
援
助
に
は
積
極
的
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
が
、
国
際
機
関
へ
の
巨
額
な
資
金
協
力
に
は
依
然
と
し
て
慎
重
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
国
連
に
お
い
て
も
、
水
面
下
で
安
保
理
常
任
理
事
国
入
り
を
目
指
し
て
い
た
も
の
の
、
公
式
な
場
で
政
策
論
議
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
取
る
こ
と
は
た
と
え
非
政
治
的
な
分
野
で
も
滅
多
に
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
も
、
国
連
大
学
の
設
立
を
め
ぐ
る
日
本
の
活
躍
は
極
め
て
異
例
な
も
の
と
い
え
よ
う
。
既
存
の
研
究
で
は
、
こ
の
国
連
大
学
構
想
に
対
す
る
日
本
の
協
力
へ
の
言
及
は
散
見
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
背
景
を
分
析
す
る
も
の
は
皆
無
に
等
し
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
は
近
年
公
開
さ
れ
た
日
本
、
英
国
及
び
米
国
の
公
文
書
を
中
心
に
、
国
連
大
学
構
想
の
提
起
か
ら
そ
の
設
立
が
決
定
さ
れ
る
ま
で
の
政
策
過
程
に
お
け
る
日
本
の
役
割
と
そ
の
国
内
的
及
び
国
際
的
背
景
を
解
明
す
る
。
二
筑
波
法
政
第
四
十
三
号
（
二
〇
〇
七
）
第
一
節
　
国
連
大
学
前
史
に
お
け
る
日
本
　
国
際
組
織
の
管
理
の
下
で
国
際
的
な
大
学
を
作
る
と
い
う
構
想
は
一
九
六
九
年
の
ウ
・
タ
ン
ト
報
告
で
初
め
て
提
起
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
、
欧
米
諸
国
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
有
名
大
学
の
ほ
と
ん
ど
は
そ
の
教
育
及
び
研
究
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
以
っ
て
世
界
各
地
か
ら
優
秀
な
学
生
や
教
員
を
集
め
て
い
る
た
め
、
極
自
然
に
「
国
際
的
な
大
学
」
の
形
を
取
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
国
際
的
な
大
学
」
の
形
式
を
生
か
し
、
単
な
る
「
学
問
の
府
」
で
は
な
く
、
国
際
的
な
相
互
理
解
な
い
し
平
和
教
育
の
基
地
と
し
て
新
た
な
「
国
際
大
学
」
を
創
設
す
る
機
運
は
第
一
次
世
界
大
戦
の
終
結
後
、
急
速
に
高
ま
っ
て
き
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
人
類
史
上
初
の
「
総
力
戦
」
の
も
た
ら
し
た
余
り
に
も
惨
い
代
償
へ
の
反
省
は
あ
っ
た
。
こ
の
反
省
の
念
を
国
際
大
学
創
設
の
方
向
へ
促
し
た
の
は
当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
活
躍
し
て
い
た
国
際
協
会
連
盟
（U
nion
of
International
A
ssociations
 
  
    
 
 
 
      
 
     
    
）、
及
び
最
大
の
政
府
間
平
和
機
構
の
国
際
連
盟
（The
League
of
             
N
ations
 
     
）
で
あ
っ
た
。
国
際
協
会
連
盟
は
半
官
半
民
の
国
際
組
織
で
戦
前
か
ら
国
際
協
力
の
最
先
端
に
立
っ
て
い
た
が
、
終
戦
直
後
、
若
い
世
代
の
知
的
交
流
を
通
し
て
草
の
根
レ
ベ
ル
で
平
和
の
種
を
撒
く
と
の
発
想
か
ら
、
国
際
大
学
の
創
設
に
力
を
入
れ
て
い
た
。
こ
の
構
想
は
発
足
直
後
の
国
際
連
盟
か
ら
賛
同
と
協
力
を
得
た
。
一
九
二
〇
年
一
二
月
、
国
際
連
盟
第
一
回
総
会
に
お
い
て
、
知
的
協
力
の
国
際
組
織
の
発
足
と
と
も
に
、
国
際
大
学
の
開
設
を
検
討
す
る
決
議
案
が
採
択
さ
れ
た
が
、
前
者
に
つ
い
て
は
国
際
協
会
連
盟
の
支
援
の
下
で
、
二
二
年
五
月
、
知
的
協
力
委
員
会
（C
om
m
ittee
on
Intellectual
C
o-operati
 
  
 
  
      
 
    
  
 
  
   
 on   
）
が
連
盟
の
一
機
関
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
他
方
、
国
際
大
学
構
想
に
関
し
、
連
盟
の
協
力
を
得
て
、
国
際
協
会
連
盟
が
二
〇
年
に
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
お
い
て
「
国
際
大
学
」
と
称
す
る
教
育
機
関
を
創
設
し
た
。「
大
学
」
と
称
さ
れ
て
は
い
た
が
、
夏
に
だ
け
世
界
各
国
か
ら
学
生
や
研
究
者
を
呼
び
寄
せ
、
短
期
セ
ミ
ナ
ー
を
行
う
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ 
。
そ
し
て
、
こ
の
さ
さ
や
か
な
ス
ク
ー
ル
は
日
本
と
国
際
大
学
構
想
と
の
最
初
の
接
点
と
な
っ
た
。
　
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
国
際
大
学
セ
ミ
ナ
ー
は
一
九
二
〇
年
か
ら
二
七
年
ま
で
、
合
わ
せ
て
四
期
催
さ
れ
た
が
、
国
際
連
盟
の
上
級
幹
部
を
講
師
と
し
て
招
く
の
が
恒
例
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
第
一
回
目
の
セ
ミ
ナ
ー
に
、
連
盟
事
務
局
員
と
し
て
新
渡
戸
稲
造
が
二
日
間
を
か
け
て
、
（
１
）た
三
文
化
教
育
面
に
お
け
る
日
本
の
国
連
協
力
の
光
と
影
（
潘
）
特
別
講
義
を
行
っ 
。
た
だ
、
こ
う
し
た
新
渡
戸
個
人
の
協
力
と
は
対
照
的
に
、
国
際
大
学
構
想
に
対
す
る
日
本
の
全
体
的
な
姿
勢
は
決
し
て
積
極
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
連
盟
知
的
協
力
委
員
会
の
下
で
一
九
二
〇
年
代
を
通
し
て
断
続
的
に
よ
り
恒
久
的
な
国
際
大
学
の
設
置
を
め
ぐ
っ
て
審
議
を
続
け
て
お
り
、
一
部
の
代
表
は
現
実
の
世
界
で
純
粋
な
国
際
主
義
に
基
づ
く
大
学
教
育
の
可
能
性
に
懐
疑
的
で
あ
っ
た
た
め
、
結
局
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
間
、
日
本
か
ら
、
田
中
館
愛
橘
東
京
帝
国
大
学
名
誉
教
授
が
審
議
の
一
部
に
参
加
し
た
が
、
国
際
大
学
構
想
推
進
派
の
委
員
と
は
異
な
り
、
終
始
沈
黙
を
守
っ
て
い
た
。
他
方
、
日
本
政
府
も
、
熱
心
に
国
際
教
育
機
関
の
設
立
を
呼
び
か
け
て
い
た
ス
ペ
イ
ン
政
府
ま
た
は
イ
タ
リ
ア
政
府
と
は
対
照
的
に
、
無
関
心
な
姿
勢
を
貫
い
て
い 
。
　
国
際
連
盟
の
下
で
検
討
さ
れ
た
国
際
大
学
設
立
構
想
は
一
九
三
〇
年
代
以
降
、
世
界
情
勢
の
悪
化
に
よ
っ
て
、
遂
に
日
の
目
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九
四
六
年
、
連
盟
自
体
も
国
連
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
が
、
こ
の
新
し
い
国
際
平
和
機
構
の
傘
下
で
か
つ
て
の
連
盟
知
的
協
力
委
員
会
の
業
務
を
受
け
継
ぎ
、
拡
大
す
る
形
で
ユ
ネ
ス
コ
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
終
戦
直
後
、
二
つ
の
世
界
大
戦
へ
の
反
動
と
し
て
、
国
連
を
中
心
に
、
持
続
的
な
平
和
を
望
む
機
運
が
再
び
国
際
社
会
で
台
頭
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
国
際
平
和
教
育
の
現
場
を
充
実
せ
よ
と
の
声
も
急
速
に
高
ま
っ
て
き
た
。
特
に
、
一
九
四
〇
年
代
末
か
ら
六
〇
年
代
末
ま
で
の
二
〇
年
間
、
国
連
や
ユ
ネ
ス
コ
関
係
者
の
な
か
で
、
国
際
組
織
の
支
援
で
国
際
大
学
を
創
設
す
る
構
想
が
活
発
に
提
起
さ
れ
た
が
、
そ
の
い
く
つ
か
が
後
に
ウ
・
タ
ン
ト
事
務
総
長
の
国
連
大
学
提
案
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
　
ウ
・
タ
ン
ト
が
な
ぜ
一
九
六
九
年
に
突
然
国
連
大
学
の
建
設
計
画
を
事
務
総
長
報
告
で
公
表
し
た
の
か
に
つ
い
て
未
だ
に
定
説
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
彼
の
個
人
的
な
動
機
は
と
も
か
く
と
し
て
、
そ
の
構
想
の
内
容
は
現
存
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
主
に
三
つ
の
提
案
か
ら
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
ず
、
ウ
・
タ
ン
ト
の
友
人
で
、
そ
の
母
国
の
ビ
ル
マ
と
関
係
の
深
い
英
国
の
マ
ウ
ン
ト
バ
ッ
テ
ン
伯
爵
（Earl
M
ountbatten
     
    
    
）
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
「
世
界
連
合
大
学
」
構
想
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
六
九
年
当
時
、
国
連
経
済
社
会
理
事
会
の
米
国
政
府
代
表
を
務
め
る
オ
ー
ル
ズ
大
使
（G
lenn
O
lds
 
 
    
 
 
）
の
国
連
大
学
計
画
で
あ 
。
そ
し
て
最
後
に
、
米
国
コ
ロ
ラ
ド
州
ユ
ネ
（
２
）た
（
３
）た
（
４
）る
四
筑
波
法
政
第
四
十
三
号
（
二
〇
〇
七
）
ス
コ
協
会
会
長
の
ロ
ー
ズ
夫
人
（Elizabeth
H
.
R
ose
       
  
 
 
   
）
が
提
案
し
た
世
界
ア
カ
デ
ミ
ー
構
想
で
あ
っ
た
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
三
構
想
の
な
か
で
、
特
に
三
番
目
の
ロ
ー
ズ
構
想
は
日
本
政
府
及
び
民
間
有
識
者
と
深
く
か
か
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
　
ロ
ー
ズ
夫
人
は
敬
虔
な
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
、
ユ
ネ
ス
コ
理
念
の
普
及
に
情
熱
を
抱
い
た
。
彼
女
は
一
九
六
〇
年
、
ユ
ネ
ス
コ
協
力
運
動
の
関
係
で
ア
ジ
ア
視
察
の
途
次
、
日
本
を
訪
れ
、
現
地
の
ユ
ネ
ス
コ
ク
ラ
ブ
を
見
学
し
た
。
日
本
の
民
間
ユ
ネ
ス
コ
団
体
の
精
力
的
な
活
動
に
強
い
印
象
を
受
け
た
ロ
ー
ズ
は
日
本
に
お
け
る
国
際
青
少
年
教
育
セ
ン
タ
ー
の
設
立
に
協
力
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
や
が
て
セ
ン
タ
ー
か
ら
四
年
制
の
国
連
大
学
の
設
立
へ
構
想
が
進
展
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
も
、
こ
の
大
学
の
校
舎
を
日
本
に
建
て
る
こ
と
が
最
初
か
ら
計
画
の
一
部
と
な
っ
て
い 
。
　
日
本
に
と
っ
て
幸
い
な
の
は
ロ
ー
ズ
夫
人
が
単
な
る
理
想
主
義
者
で
は
な
く
、
実
践
家
で
も
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ロ
ー
ズ
は
本
来
、
実
業
家
の
未
亡
人
で
あ
り
、
そ
の
国
際
的
な
活
動
を
支
え
る
財
力
を
あ
る
程
度
有
し
て
い
た
。
こ
の
利
点
を
生
か
し
、
彼
女
は
一
九
六
三
年
以
降
、
自
分
の
構
想
を
日
本
及
び
国
連
の
関
係
者
に
売
り
込
み
始
め
た
。
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
彼
女
は
友
人
の
エ
ヴ
ァ
ン
ス
（Luther
   
  
Evans
     
）
元
ユ
ネ
ス
コ
事
務
総
長
に
協
力
を
求
め
、
後
者
の
引
見
に
よ
っ
て
、
日
本
の
松
井
明
国
連
大
使
と
の
面
会
を
果
し
た
。
松
井
は
直
ち
に
ロ
ー
ズ
の
構
想
へ
の
支
援
を
約
束
し
、
彼
女
を
井
上
孝
志
郎
ユ
ネ
ス
コ
日
本
国
内
委
員
会
会
事
務
総
長
（
元
駐
ト
ル
コ
大
使
）
に
紹
介
し
た
。
こ
の
松
井
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
突
破
口
に
、
ロ
ー
ズ
は
翌
六
四
年
に
、
日
本
に
お
け
る
売
り
込
み
作
戦
に
乗
り
出
し 
。
　
ロ
ー
ズ
は
東
京
で
日
米
双
方
の
関
係
者
に
接
触
を
試
み
、
駐
日
米
国
大
使
館
を
訪
問
し
た
が
、
冷
遇
を
受
け
た
と
い
う
。
米
大
使
館
の
ス
タ
ッ
フ
が
日
本
で
国
連
大
学
を
作
る
と
い
う
極
め
て
理
想
主
義
的
な
提
案
を
持
ち
か
け
た
彼
女
の
こ
と
を
疑
わ
し
く
思
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
と
は
正
反
対
に
、
こ
の
夢
の
よ
う
な
提
案
は
日
本
側
で
大
変
よ
い
反
響
を
受
け
た
。
日
本
政
府
の
中
で
、
特
に
文
部
省
と
外
務
省
の
中
堅
官
僚
が
ロ
ー
ズ
の
提
案
に
興
味
を
示
し
、
彼
女
を
囲
む
構
想
説
明
会
ま
で
催
し
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
政
府
の
外
で
も
、
松
本
重
治
国
際
文
化
会
館
館
長
、
中
山
伊
知
郎
一
橋
大
学
名
誉
教
授
、
前
田
陽
一
東
京
大
学
教
授
及
び
永
井
道
雄
東
京
工
業
大
学
教
授
な
ど
も
（
５
）た
（
６
）た
五
文
化
教
育
面
に
お
け
る
日
本
の
国
連
協
力
の
光
と
影
（
潘
）
積
極
的
に
彼
女
に
支
援
の
手
を
差
し
伸
べ
た
。
こ
の
日
本
側
の
前
向
き
な
反
応
は
ロ
ー
ズ
夫
人
の
構
想
に
魅
了
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
と
単
純
に
説
明
し
き
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
客
観
的
に
い
う
と
、
ロ
ー
ズ
の
構
想
は
大
学
の
運
営
形
式
や
教
育
内
容
な
ど
重
要
な
点
に
お
い
て
非
常
に
曖
昧
で
あ
っ
た
。
更
に
、
彼
女
の
宣
伝
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
決
し
て
巧
み
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
多
く
の
日
本
側
の
有
力
な
関
係
者
は
ロ
ー
ズ
構
想
に
協
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
大
体
二
つ
の
側
面
か
ら
見
出
せ 
。
　
ま
ず
、
一
九
六
〇
年
代
の
日
本
は
、
高
度
成
長
の
最
中
に
あ
り
、
経
済
大
国
に
相
応
し
い
文
化
的
な
地
位
に
大
き
な
関
心
を
抱
き
始
め
た
時
期
で
あ
っ
た
。
既
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
一
九
七
〇
年
に
万
国
博
覧
会
の
大
阪
へ
の
誘
致
に
も
成
功
し
た
勢
い
で
、
日
本
で
国
際
文
化
教
育
機
構
を
設
立
す
る
考
え
方
を
関
係
者
た
ち
は
好
意
的
に
見
て
い
る
の
も
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
プ
レ
ス
テ
ー
ジ
の
問
題
と
は
別
に
、
英
語
で
講
義
し
、
国
際
社
会
で
直
ち
に
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
国
際
大
学
を
設
置
す
べ
き
と
の
声
が
教
育
政
策
の
現
場
か
ら
も
上
が
っ
て
お
り
、
ロ
ー
ズ
に
協
力
し
た
文
部
省
官
僚
の
一
部
は
こ
の
問
題
に
既
に
取
り
組
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
も
、
ロ
ー
ズ
と
エ
ヴ
ァ
ン
ス
の
提
案
は
当
時
日
本
側
の
需
要
に
合
う
一
面
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な 
。
　
も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
ロ
ー
ズ
の
活
動
に
協
力
し
た
日
本
側
関
係
者
に
見
ら
れ
る
あ
る
共
通
点
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
彼
ら
は
皆
当
時
の
日
本
政
府
及
び
各
界
に
お
け
る
「
国
際
派
」
の
代
表
者
た
ち
で
あ
り
、
中
で
は
経
歴
上
幾
度
と
な
く
国
連
と
深
く
係
わ
っ
た
人
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
外
務
省
で
ロ
ー
ズ
を
暖
か
く
受
け
入
れ
た
松
井
と
井
上
は
国
連
及
び
ユ
ネ
ス
コ
関
係
の
業
務
を
経
験
し
、
国
連
大
学
の
趣
旨
を
よ
く
理
解
で
き
た
人
物
で
あ
る
。
ロ
ー
ズ
と
エ
ヴ
ァ
ン
ス
の
た
め
に
外
務
と
文
部
両
省
か
ら
三
五
名
の
官
僚
を
集
め
て
、
国
連
大
学
構
想
の
説
明
会
を
主
催
し
て
く
れ
た
栗
野
鳳
も
、
外
務
省
内
で
日
本
の
国
連
加
盟
問
題
に
関
す
る
政
策
立
案
を
経
験
し
、
国
連
加
盟
後
も
国
連
局
科
学
課
長
な
ど
を
歴
任
し
た
国
連
通
で
あ
る
。
ま
た
、
文
部
省
で
ロ
ー
ズ
構
想
を
強
く
支
持
し
て
い
た
天
城
勲
や
木
田
宏
な
ど
も
国
際
教
育
ま
た
は
ユ
ネ
ス
コ
関
連
の
仕
事
に
携
わ
っ
た
省
内
屈
指
の
国
際
派
で
あ
り
、
他
の
官
僚
に
比
べ
、
よ
り
国
連
大
学
構
想
に
馴
染
み
を
感
じ
て
い
た
。
他
方
、
政
府
外
の
協
力
者
を
見
て
も
、
前
述
の
松
本
、
前
田
、
永
井
な
ど
も
世
代
こ
そ
違
う
も
の
の
、
い
ず
れ
も
海
外
（
７
）る
（
８
）い
六
筑
波
法
政
第
四
十
三
号
（
二
〇
〇
七
）
で
長
く
留
学
ま
た
は
生
活
し
た
経
験
を
共
有
し
、
キ
ャ
リ
ア
の
大
半
を
国
際
交
流
活
動
に
捧
げ
た
人
物
で
あ
っ
た
。
更
に
、
こ
れ
ら
の
「
国
際
派
」
の
代
表
者
た
ち
は
皆
戦
前
及
び
戦
時
中
、
国
際
社
会
と
の
交
流
を
遮
断
し
、
孤
立
無
援
の
状
態
で
戦
争
の
道
を
選
ん
だ
日
本
の
凋
落
の
一
部
始
終
を
目
撃
し
、
戦
後
初
期
、
国
際
社
会
へ
の
復
帰
と
い
う
険
し
い
道
も
何
ら
か
の
形
で
経
験
し
た
た
め
、
日
本
に
国
連
大
学
の
よ
う
な
国
際
機
構
を
設
立
す
る
こ
と
に
特
別
な
意
義
を
見
出
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
彼
ら
の
尽
力
に
よ
っ
て
、
夢
の
よ
う
に
見
え
た
ロ
ー
ズ
の
提
案
は
次
第
に
現
実
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
　
松
本
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
従
い
、
ロ
ー
ズ
は
一
九
六
六
年
以
降
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
及
び
ア
ジ
ア
諸
国
を
歴
訪
し
、
遊
説
活
動
を
精
力
的
に
こ
な
し
て
い
た
。
更
に
、
日
本
国
内
に
お
い
て
、
彼
女
は
初
期
の
人
脈
を
生
か
し
な
が
ら
日
本
の
政
界
及
び
財
界
の
指
導
者
と
広
く
接
触
し
、
構
想
へ
の
支
持
層
を
広
げ
た
。
そ
の
間
、
佐
藤
栄
作
首
相
に
近
い
松
本
や
永
井
な
ど
の
助
言
を
得
て
、
彼
女
は
首
相
本
人
に
も
書
簡
を
送
り
、
日
本
に
お
け
る
世
界
ア
カ
デ
ミ
ー
設
置
の
必
要
性
を
直
訴
し
た
。
そ
し
て
、
六
九
年
一
月
、
ロ
ー
ズ
は
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
で
ウ
・
タ
ン
ト
の
息
子
に
も
会
い
、
彼
を
通
し
て
世
界
ア
カ
デ
ミ
ー
構
想
の
趣
旨
及
び
日
本
の
状
況
な
ど
を
事
務
総
長
に
伝
え 
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
ま
も
な
く
実
を
結
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
第
二
節
　
ウ
・
タ
ン
ト
構
想
と
日
本
国
内
の
反
応
　
一
九
六
九
年
九
月
一
五
日
、
国
連
大
学
の
設
立
提
案
は
正
式
に
発
表
さ
れ
た
。
そ
の
僅
か
三
日
後
の
九
月
一
八
日
、
他
の
国
連
加
盟
国
が
ま
だ
返
答
に
戸
惑
っ
て
い
た
な
か
、
ユ
ネ
ス
コ
総
会
の
場
に
お
い
て
、
ロ
ー
ズ
構
想
に
協
力
し
た
文
部
官
僚
の
一
人
で
、
日
本
政
府
代
表
を
務
め
て
い
た
伊
藤
良
二
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
事
務
総
長
は
「
国
際
教
育
年
に
当
る
一
九
六
九
年
に
、
ユ
ネ
ス
コ
は
国
際
大
学
設
立
の
構
想
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
訴
え
、
ウ
・
タ
ン
ト
構
想
へ
の
日
本
の
支
持
を
い
ち
早
く
表
明
し 
。
他
方
、
日
本
国
内
の
反
応
も
驚
く
ほ
ど
前
向
き
で
あ
っ
た
。
国
連
大
学
構
想
へ
の
支
持
は
勿
論
の
こ
と
、
そ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ま
た
は
本
部
を
日
本
に
誘
致
す
べ
き
と
の
議
論
も
短
（
９
）た
（
　
）
１０た
七
文
化
教
育
面
に
お
け
る
日
本
の
国
連
協
力
の
光
と
影
（
潘
）
期
間
に
各
方
面
か
ら
盛
り
上
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
こ
の
日
本
国
内
の
国
連
大
学
ブ
ー
ム
の
先
頭
に
立
つ
論
客
は
又
も
や
ロ
ー
ズ
構
想
の
協
力
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
政
府
内
に
お
い
て
、
文
部
省
の
伊
藤
や
天
城
な
ど
が
ウ
・
タ
ン
ト
構
想
の
実
現
に
向
け
て
動
き
始
め
た
。
前
者
の
考
え
に
坂
田
道
太
文
部
大
臣
も
賛
同
し
、
七
〇
年
三
月
に
、
参
議
院
予
算
委
員
会
で
国
連
大
学
を
支
持
す
べ
き
と
の
公
式
発
言
を
行
っ 
。
ま
た
、
天
城
も
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
日
本
代
表
と
し
て
国
連
大
学
設
置
を
検
討
す
る
国
連
専
門
委
員
会
に
出
席
し
た
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
次
節
で
詳
述
す
る
。
な
お
、
こ
の
文
部
省
側
の
積
極
的
な
姿
勢
の
背
後
に
、
長
年
ロ
ー
ズ
構
想
に
協
力
し
て
き
た
経
験
と
と
も
に
、
当
時
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
た
大
学
紛
争
に
触
発
さ
れ
、
文
教
政
策
の
立
案
者
の
多
く
は
新
型
大
学
の
設
置
に
興
味
を
抱
い
て
い
た
た
め
、
国
連
大
学
構
想
と
そ
の
日
本
へ
の
誘
致
に
対
し
て
こ
の
文
脈
で
好
意
的
に
検
討
さ
れ
た
点
も
上
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
じ
く
文
部
省
傘
下
の
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
で
国
連
大
学
設
置
問
題
が
協
議
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
際
、
委
員
の
中
か
ら
国
連
大
学
を
日
本
に
誘
致
す
る
意
義
の
一
つ
と
し
て
、「
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ア
ニ
マ
ル
」
論
な
ど
経
済
大
国
日
本
に
ま
つ
わ
る
マ
イ
ナ
ス
な
国
際
的
イ
メ
ー
ジ
の
払
拭
に
有
利
だ
と
の
主
張
が
述
べ
ら
れ
た
こ
と
も
非
常
に
興
味
深 
。
　
こ
う
し
た
政
府
内
の
議
論
を
更
に
後
押
し
し
た
の
は
民
間
及
び
野
党
の
有
識
者
の
言
動
で
あ
っ
た
。
民
間
支
持
者
の
中
で
、
最
も
活
発
に
国
連
大
学
へ
の
支
援
を
呼
び
か
け
て
い
た
の
は
前
田
と
永
井
で
あ
っ
た
。
前
田
は
青
年
期
を
パ
リ
で
過
し
た
国
際
人
で
あ
り
、
当
時
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
委
員
を
務
め
て
い
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
彼
は
ロ
ー
ズ
構
想
の
有
力
な
協
力
者
で
あ
り
、
大
学
の
国
際
性
を
一
貫
し
て
提
唱
し
て
い
た
が
、
国
連
大
学
へ
の
支
持
も
そ
の
延
長
線
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
前
田
は
後
に
ユ
ネ
ス
コ
に
お
け
る
国
連
大
学
設
置
調
査
会
の
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
、
同
構
想
の
具
体
化
に
重
要
な
貢
献
を
行
っ 
。
一
方
、
永
井
は
オ
ハ
イ
オ
州
立
大
学
で
博
士
号
を
取
得
し
、
教
育
社
会
学
の
分
野
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
が
、
前
田
と
同
様
に
、
彼
も
国
連
大
学
へ
の
協
力
と
そ
の
本
部
の
誘
致
に
よ
っ
て
、
政
府
の
国
際
協
力
を
強
化
す
る
と
同
時
に
、
東
西
文
明
の
接
点
に
位
置
す
る
日
本
の
文
化
教
育
水
準
の
上
昇
を
図
ろ
う
と
し
て
い
た
。
永
井
は
ウ
・
タ
ン
ト
構
想
が
公
表
さ
れ
た
直
後
、
長
年
教
鞭
を
取
っ
て
い
た
東
工
大
か
ら
朝
日
新
聞
社
に
籍
を
移
し
、
論
説
委
員
と
し
て
国
連
大
学
を
め
ぐ
る
国
内
（
　
）
１１た
（
　
）
１２い
（
　
）
１３た
八
筑
波
法
政
第
四
十
三
号
（
二
〇
〇
七
）
世
論
を
リ
ー
ド
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
は
一
九
七
〇
年
三
月
と
四
月
、
朝
日
新
聞
の
紙
面
で
国
連
大
学
誘
致
を
支
持
す
る
論
説
を
掲
載
し
た
。
ま
た
、
日
本
国
内
外
で
、
国
連
大
学
に
関
す
る
調
査
旅
行
や
講
演
を
行
い
、
同
大
学
構
想
の
普
及
や
そ
の
主
な
問
題
点
の
整
理
に
大
き
く
寄
与
し 
。
　
こ
こ
ま
で
触
れ
て
き
た
国
連
大
学
構
想
の
支
持
者
は
い
ず
れ
も
一
九
六
四
年
以
来
、
ロ
ー
ズ
構
想
の
協
力
者
と
し
て
国
連
大
学
問
題
に
つ
い
て
一
定
の
知
識
を
有
す
る
人
た
ち
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
ウ
・
タ
ン
ト
構
想
が
世
に
知
ら
さ
れ
て
か
ら
、
日
本
国
内
に
新
た
な
国
連
大
学
支
持
グ
ル
ー
プ
も
登
場
し
た
。
日
本
の
地
方
自
治
体
の
多
く
は
ウ
・
タ
ン
ト
構
想
に
対
し
、
当
初
さ
ほ
ど
関
心
は
示
さ
な
か
っ
た
が
、
七
〇
年
に
入
り
、
永
井
な
ど
が
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
て
国
連
大
学
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
始
め
る
と
、
僅
か
数
ヶ
月
の
間
、
北
海
道
よ
り
鹿
児
島
ま
で
、
複
数
の
都
道
府
県
が
一
斉
に
国
連
大
学
誘
致
に
名
乗
り
出
た
。
中
で
は
政
府
を
迂
回
し
て
、
各
国
政
府
及
び
国
連
本
部
に
直
接
ア
ピ
ー
ル
す
る
地
方
団
体
も
あ
っ 
。
こ
の
突
然
現
わ
れ
た
熱
狂
的
な
支
持
の
背
景
は
や
や
複
雑
で
あ
っ
た
。
ユ
ネ
ス
コ
協
会
や
国
連
協
会
な
ど
一
部
の
団
体
は
直
接
ロ
ー
ズ
構
想
に
関
与
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
従
来
国
連
の
仕
事
を
支
持
す
る
傾
向
が
あ
り
、
国
連
組
織
の
誘
致
に
賛
意
を
表
明
す
る
の
も
決
し
て
不
思
議
な
行
動
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
団
体
は
む
し
ろ
少
数
派
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
較
べ
遥
か
に
精
力
的
な
誘
致
活
動
を
展
開
し
た
の
は
県
知
事
、
県
議
会
や
町
村
会
な
ど
、
も
と
も
と
国
連
大
学
と
無
縁
の
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
の
目
的
も
、
文
化
交
流
や
国
際
貢
献
よ
り
も
、
地
域
の
振
興
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
国
連
大
学
の
よ
う
な
国
際
機
構
を
地
元
に
誘
致
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
停
滞
し
た
地
方
経
済
に
よ
い
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
期
待
し
つ
つ
、
手
を
上
げ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
動
機
は
多
少
異
な
る
と
は
い
え
、
こ
れ
ら
の
地
方
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
国
連
大
学
本
部
が
東
京
に
決
ま
る
ま
で
四
年
間
も
続
い
て
お
り
、
中
央
政
府
に
大
き
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
た
の
み
な
ら
ず
、
日
本
側
の
熱
意
を
国
際
社
会
に
も
印
象
付
け
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
同
じ
こ
と
は
野
党
勢
力
に
つ
い
て
も
い
え
る
。
　
野
党
の
中
で
、
最
も
早
く
ウ
・
タ
ン
ト
構
想
支
持
を
表
明
し
た
の
は
日
本
社
会
党
で
あ
る
。
同
党
は
一
九
七
〇
年
一
月
末
、「
七
〇
年
代
の
（
　
）
１４た
（
　
）
１５た
九
文
化
教
育
面
に
お
け
る
日
本
の
国
連
協
力
の
光
と
影
（
潘
）
教
育
改
革
政
策
」
と
題
す
る
文
書
を
公
表
し
た
が
、
そ
の
中
に
国
連
大
学
誘
致
構
想
も
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
国
連
大
学
は
普
通
の
高
等
教
育
機
関
の
形
態
を
取
り
、
そ
の
創
設
費
の
全
部
及
び
運
営
費
の
三
分
の
二
は
日
本
に
よ
っ
て
負
担
さ
れ
る
が
、
教
育
内
容
や
誘
致
及
び
運
営
に
関
す
る
具
体
的
考
え
は
提
示
さ
れ
な
か
っ 
。
全
般
的
に
言
え
ば
、
社
会
党
の
働
き
掛
け
は
、
七
〇
年
と
い
う
節
目
の
年
に
、
自
民
党
政
権
の
諸
政
策
へ
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
を
模
索
す
る
中
で
提
示
さ
れ
た
一
案
と
い
う
印
象
が
強
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
公
明
党
と
国
連
大
学
と
の
係
わ
り
は
よ
り
ユ
ニ
ー
ク
な
展
開
を
見
せ
て
い
た
。
　
一
九
七
〇
年
代
初
頭
の
野
党
陣
営
の
な
か
で
、
公
明
党
は
歴
史
と
し
て
最
も
新
し
い
政
党
で
あ
る
が
、
総
選
挙
で
議
席
数
を
順
調
に
増
や
し
続
け
て
い
た
。
た
だ
、
同
党
に
と
っ
て
、
中
道
路
線
を
標
榜
し
て
い
る
も
の
の
、
日
米
安
保
や
沖
縄
返
還
な
ど
重
要
な
争
点
に
お
い
て
、
常
に
保
守
・
革
新
両
陣
営
に
晴
れ
舞
台
を
奪
わ
れ
か
ね
な
い
立
場
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
公
明
党
は
結
党
以
来
、
一
貫
し
て
国
民
世
論
の
前
で
独
自
姿
勢
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
の
に
余
念
な
か
っ
た
。
そ
の
努
力
は
概
ね
二
つ
の
方
向
で
な
さ
れ
た
。
一
つ
は
既
存
の
政
策
課
題
に
つ
い
て
他
党
と
異
な
る
姿
勢
を
打
ち
出
す
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
他
党
に
よ
っ
て
看
過
さ
れ
た
分
野
で
新
た
な
政
策
課
題
を
創
出
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
後
者
の
文
脈
で
浮
上
し
て
き
た
課
題
の
一
つ
は
国
連
大
学
の
問
題
で
あ
っ
た
。
公
明
党
と
そ
の
支
持
母
体
で
あ
る
創
価
学
会
は
か
ね
て
か
ら
国
連
中
心
主
義
を
支
持
し
て
い
た
が
、
六
〇
年
代
末
に
な
る
と
、
国
連
に
お
け
る
政
府
の
慎
重
な
外
交
姿
勢
と
は
反
対
に
、
よ
り
能
動
的
な
国
連
協
力
へ
向
け
て
政
策
研
究
を
進
め
始
め
た
。
そ
し
て
、
六
九
年
一
月
に
、
竹
入
義
勝
公
明
党
委
員
長
は
新
年
記
者
会
見
で
同
党
の
「
等
距
離
完
全
中
立
政
策
」
の
重
要
な
一
環
と
し
て
「
国
連
ア
ジ
ア
極
東
地
域
本
部
」
を
日
本
に
設
置
す
る
構
想
を
披
露
し
た
。
こ
の
構
想
自
体
は
大
変
シ
ン
プ
ル
な
も
の
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
国
連
本
部
や
国
連
欧
州
本
部
に
並
ん
で
、
ア
ジ
ア
に
お
い
て
も
国
連
本
部
を
作
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
設
置
に
向
け
て
公
明
党
は
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
取
っ
て
各
党
や
政
府
に
働
き
掛
け
る
用
意
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
提
案
さ
れ
た
本
部
組
織
は
三
つ
の
機
関
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
が
、
そ
の
一
つ
は
「
国
連
ア
ジ
ア
経
済
技
術
教
育
開
発
機
構
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ 
。
（
　
）
１６た
（
　
）
１７た
一
〇
筑
波
法
政
第
四
十
三
号
（
二
〇
〇
七
）
　
こ
の
公
明
党
の
構
想
に
対
す
る
政
府
及
び
他
の
野
党
の
反
応
は
当
初
非
常
に
冷
や
や
か
な
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
半
年
以
上
経
っ
て
も
具
体
的
な
進
展
を
見
せ
な
か
っ
た
。
焦
り
始
め
た
竹
入
は
同
年
一
〇
月
に
、
政
府
を
頭
越
し
に
し
て
、
ウ
・
タ
ン
ト
国
連
事
務
総
長
に
直
接
書
簡
を
出
す
作
戦
に
出
た
が
、
思
わ
ぬ
効
果
を
得
た
。
ウ
・
タ
ン
ト
は
「
国
連
ア
ジ
ア
極
東
地
域
本
部
」
な
る
も
の
に
対
し
、
そ
れ
ほ
ど
興
味
を
示
さ
な
か
っ
た
が
、
公
明
党
案
に
あ
る
「
国
連
ア
ジ
ア
経
済
技
術
教
育
開
発
機
構
」
に
目
を
つ
け
、
竹
入
へ
の
儀
礼
的
な
返
書
の
中
で
も
特
に
こ
の
機
構
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
は
「
こ
の
分
野
に
お
い
て
国
連
が
現
在
行
っ
て
い
る
努
力
と
重
複
す
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
公
明
党
側
に
注
意
を
促
し
た
。「
現
在
行
っ
て
い
る
努
力
」
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
九
月
に
出
さ
れ
た
国
連
大
学
案
を
指
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
公
明
党
と
ウ
・
タ
ン
ト
と
の
や
り
取
り
は
こ
れ
で
終
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
翌
七
〇
年
四
月
、
大
阪
万
博
に
出
席
す
る
た
め
訪
日
し
た
ウ
・
タ
ン
ト
は
東
京
で
竹
入
と
の
個
別
会
談
に
応
じ
、
公
明
党
の
構
想
に
つ
い
て
再
度
意
見
交
換
を
し 
。
そ
の
直
後
か
ら
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
公
明
党
の
立
場
に
微
妙
な
変
化
が
現
わ
れ
た
。
つ
ま
り
、
従
来
「
国
連
ア
ジ
ア
極
東
地
域
本
部
」
の
一
点
張
り
で
呼
び
か
け
て
き
た
の
に
対
し
、
同
党
幹
部
は
公
の
場
で
自
ら
の
構
想
と
国
連
大
学
構
想
と
の
関
連
に
も
言
及
す
る
よ
う
に
な
り
、
後
者
は
前
者
の
敷
地
の
な
か
で
建
設
で
き
る
と
示
唆
し
始
め
た
。
逆
に
従
前
の
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
た
「
国
連
ア
ジ
ア
経
済
技
術
教
育
開
発
機
構
」
案
は
そ
の
後
、
ほ
と
ん
ど
提
起
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
か
く
し
て
、
社
会
党
と
は
出
発
点
こ
そ
違
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
公
明
党
も
七
〇
年
以
降
、
国
連
大
学
誘
致
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
加
わ
る
よ
う
に
な
っ 
。
　
民
間
、
行
政
及
び
政
党
レ
ベ
ル
の
支
持
層
拡
大
は
日
本
を
国
連
大
学
構
想
支
援
の
方
向
へ
力
強
く
押
し
た
と
は
い
え
、
最
終
的
に
国
家
と
し
て
同
構
想
に
い
か
な
る
対
応
策
を
と
る
べ
き
か
は
依
然
と
し
て
政
治
判
断
で
あ
り
、
政
府
首
脳
の
決
定
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
九
六
九
年
か
ら
七
〇
年
半
ば
ま
で
の
期
間
は
高
度
経
済
成
長
の
頂
点
に
当
る
時
期
だ
け
で
な
く
、
政
治
的
に
も
佐
藤
政
権
の
絶
頂
期
で
あ
っ
た
。
六
九
年
末
の
訪
米
で
沖
縄
返
還
に
道
筋
を
つ
け
、
そ
の
直
後
の
総
選
挙
で
三
〇
三
議
席
を
勝
ち
取
っ
て
、
懸
念
さ
れ
て
い
た
七
〇
年
安
保
の
危
機
も
無
事
に
乗
り
越
え
た
。
こ
う
し
て
絶
好
調
に
あ
っ
た
佐
藤
首
相
は
経
済
大
国
日
本
の
国
際
貢
献
に
目
を
向
け
る
余
裕
も
出
て
き
（
　
）
１８た
（
　
）
１９た
一
一
文
化
教
育
面
に
お
け
る
日
本
の
国
連
協
力
の
光
と
影
（
潘
）
た
。
も
っ
と
も
、
佐
藤
本
人
は
元
来
国
連
に
好
意
的
な
感
情
を
抱
い
て
お
り
、
ウ
・
タ
ン
ト
と
も
親
交
が
あ
っ
た
が
、
政
権
全
体
と
し
て
は
国
連
大
学
へ
の
関
与
に
つ
い
て
、
当
初
慎
重
な
姿
勢
を
維
持
し
て
い 
。
　
こ
の
よ
う
な
姿
勢
に
変
化
が
現
わ
れ
た
の
は
地
方
レ
ベ
ル
の
誘
致
活
動
、
社
会
・
公
明
両
党
の
突
き
上
げ
並
び
に
マ
ス
コ
ミ
の
宣
伝
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
い
よ
い
よ
本
格
的
に
始
ま
っ
た
一
九
七
〇
年
三
月
以
降
で
あ
っ
た
。
同
年
四
月
、『
朝
日
新
聞
』
で
国
連
大
学
誘
致
を
支
持
す
る
永
井
の
社
説
を
読
ん
だ
佐
藤
は
、
木
村
俊
夫
官
房
副
長
官
と
と
も
に
、
永
井
と
懇
談
し
た
。
そ
の
席
で
、
二
人
は
戦
後
日
本
が
廃
墟
か
ら
経
済
大
国
に
の
し
上
が
っ
た
経
験
を
振
り
か
え
な
が
ら
、
今
や
他
国
と
の
協
力
を
一
層
深
め
る
べ
き
時
代
に
な
っ
た
が
、
国
連
大
学
へ
の
協
力
は
こ
の
要
請
に
相
応
し
い
も
の
だ
と
語
っ
た
。
更
に
、
設
置
提
案
者
の
ウ
・
タ
ン
ト
は
ビ
ル
マ
出
身
で
日
本
人
と
同
じ
く
ア
ジ
ア
人
で
あ
り
、
日
本
側
に
も
資
金
面
の
能
力
が
あ
る
か
ら
、
こ
の
構
想
へ
の
協
力
は
ア
ジ
ア
に
と
っ
て
も
よ
い
こ
と
だ
と
も
付
言
し 
。
こ
う
し
た
発
言
か
ら
、
日
本
政
府
首
脳
に
は
こ
の
時
点
で
既
に
資
金
面
で
の
協
力
に
傾
い
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
し
か
も
、
こ
れ
は
単
な
る
私
的
な
会
合
に
お
け
る
意
見
表
明
に
止
ま
ら
ず
、
そ
の
後
、
す
ぐ
行
動
に
付
し
た
の
で
あ
る
。
　
既
述
の
よ
う
に
、
一
九
七
〇
年
四
月
、
ウ
・
タ
ン
ト
は
大
阪
万
博
の
関
連
行
事
に
参
加
す
る
た
め
、
初
め
て
日
本
を
公
式
訪
問
し
た
。
四
月
一
四
日
、
ま
ず
愛
知
揆
一
外
相
が
ウ
・
タ
ン
ト
と
会
談
し
た
。
そ
の
際
、
愛
知
は
国
連
大
学
の
問
題
に
触
れ
、
同
構
想
は
「
日
本
全
国
民
に
異
常
な
反
響
を
捲
き
起
こ
し
、
是
非
大
学
を
日
本
に
誘
致
し
た
い
と
の
願
望
が
各
方
面
か
ら
出
て
来
て
い
る
」
と
説
明
し
、
翌
日
に
控
え
た
佐
藤
首
相
と
の
会
談
で
も
こ
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
念
を
押
し 
。
と
こ
ろ
が
、
当
の
佐
藤
は
も
は
や
正
式
会
談
は
待
て
な
か
っ
た
。
当
日
夜
、
彼
は
ウ
・
タ
ン
ト
一
行
を
歓
迎
す
る
晩
餐
会
を
主
催
し
た
が
、
そ
の
場
で
早
速
国
連
大
学
構
想
が
話
題
に
上
っ
た
。
翌
一
五
日
に
、
正
式
会
談
の
席
上
で
、
佐
藤
は
こ
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
日
本
政
府
が
事
務
総
長
に
「
種
々
積
極
的
協
力
」
を
行
う
つ
も
り
で
い
る
こ
と
を
再
度
表
明
し
た
。
ま
た
、
大
学
の
設
置
場
所
に
つ
い
て
公
明
党
の
国
連
ア
ジ
ア
極
東
地
域
本
部
案
と
も
関
連
付
け
な
が
ら
、
「
ア
ジ
ア
の
中
心
と
も
い
う
べ
き
日
本
に
国
連
の
機
関
が
置
か
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
う
」
と
述
べ
、
大
学
の
日
本
へ
の
誘
致
も
仄
め
（
　
）
２０た
（
　
）
２１た
（
　
）
２２た
一
二
筑
波
法
政
第
四
十
三
号
（
二
〇
〇
七
）
か
し 
。
　
政
府
首
脳
レ
ベ
ル
の
動
き
と
機
を
一
に
し
て
、
行
政
レ
ベ
ル
の
協
力
準
備
も
い
よ
い
よ
本
格
的
に
始
動
し
た
。
一
九
七
〇
年
三
月
中
旬
、
国
連
大
学
設
置
に
対
す
る
国
連
機
関
及
び
米
ソ
両
国
の
立
場
を
打
診
す
る
た
め
、
外
務
省
出
身
の
広
長
敬
太
郎
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
事
務
次
長
が
ユ
ネ
ス
コ
本
部
、
国
連
本
部
及
び
ソ
連
を
訪
問
し 
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
四
月
以
降
、
外
務
・
文
部
両
省
と
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
を
中
心
に
、
国
連
大
学
具
体
案
を
め
ぐ
る
協
議
と
起
草
作
業
に
取
り
組
ん
だ
。
五
月
初
め
、
国
内
委
員
会
は
日
本
案
の
草
案
を
文
部
大
臣
に
提
出
す
る
と
と
も
に
、
マ
ス
コ
ミ
に
も
そ
の
内
容
を
公
表
し
た
。
そ
の
後
、
一
週
間
の
う
ち
、
同
案
は
事
務
次
官
会
議
及
び
閣
議
の
了
承
を
得
て
、
政
府
よ
り
ウ
・
タ
ン
ト
事
務
総
長
に
正
式
に
送
付
さ
れ 
。
こ
の
日
本
案
は
基
本
的
に
か
つ
て
の
ロ
ー
ズ
構
想
や
ウ
・
タ
ン
ト
構
想
の
文
脈
に
沿
っ
て
作
成
さ
れ
、
国
際
関
係
、
開
発
、
教
育
発
展
な
ど
諸
コ
ー
ス
を
持
つ
国
際
的
な
大
学
院
大
学
の
設
置
を
提
案
し
た
。
ま
た
、
財
源
に
つ
い
て
は
設
置
国
、
国
連
、
関
係
国
政
府
並
び
に
個
人
の
寄
付
で
賄
う
予
定
で
あ
っ
た
。
肝
心
の
設
置
場
所
に
関
し
、
敢
え
て
一
カ
国
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、「
世
界
の
数
カ
国
に
設
置
す
る
こ
と
を
建
前
と
す
る
」
と
の
方
針
が
明
記
さ
れ
た
。
そ
の
背
後
に
は
、
当
初
日
本
の
他
、
米
国
な
ど
も
候
補
地
に
名
乗
り
出
る
と
見
ら
れ
た
た
め
、
大
学
を
分
散
化
す
る
こ
と
で
、
日
本
に
も
チ
ャ
ン
ス
が
増
え
る
と
の
計
算
が
見
え
隠
れ
し
て
い 
。
と
こ
ろ
が
、
や
が
て
国
連
及
び
ユ
ネ
ス
コ
で
ウ
・
タ
ン
ト
構
想
を
め
ぐ
る
実
質
審
議
が
始
ま
る
と
、
争
点
は
設
置
場
所
で
は
な
く
、
国
連
大
学
自
体
が
本
当
に
必
要
か
否
か
と
い
う
よ
り
根
本
的
な
問
題
に
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
第
三
節
　
国
連
大
学
創
設
を
め
ぐ
る
外
交
攻
防
戦
　
国
連
大
学
設
置
に
関
す
る
日
本
案
が
ウ
・
タ
ン
ト
の
手
元
に
届
い
た
際
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
本
格
的
な
討
議
は
ま
だ
国
連
の
場
で
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
水
面
下
で
の
や
り
取
り
は
既
に
始
ま
っ
て
お
り
、
日
本
以
外
に
英
米
な
ど
主
要
加
盟
国
の
関
係
者
や
国
連
の
事
務
当
局
も
情
報
収
集
と
政
策
の
調
整
に
動
き
出
し
て
い
る
。
冒
頭
で
触
れ
た
よ
う
に
、
一
九
六
九
年
九
月
に
、
ウ
・
タ
ン
ト
が
国
連
大
（
　
）
２３た
（
　
）
２４た
（
　
）
２５た
（
　
）
２６た
一
三
文
化
教
育
面
に
お
け
る
日
本
の
国
連
協
力
の
光
と
影
（
潘
）
学
の
設
置
を
提
案
し
た
際
、
日
本
や
一
部
の
開
発
途
上
国
が
そ
れ
に
賛
意
を
表
明
し
た
も
の
の
、
先
進
国
及
び
共
産
圏
諸
国
の
大
半
は
全
く
乗
り
気
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
開
発
途
上
国
の
反
発
に
憚
り
、
先
進
国
も
取
り
あ
え
ず
事
務
総
長
の
下
で
国
連
大
学
の
実
現
可
能
性
に
関
す
る
研
究
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
加
盟
国
に
報
告
す
る
旨
の
決
議
案
を
了
承
し
、
し
ば
ら
く
様
子
を
見
る
こ
と
に
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
七
〇
年
夏
頃
に
な
る
と
、
ウ
・
タ
ン
ト
の
責
任
で
纏
め
ら
れ
る
報
告
書
の
内
容
は
極
め
て
楽
観
的
、
且
つ
野
心
的
な
も
の
で
、
修
士
と
博
士
の
両
課
程
を
完
備
し
、
学
生
四
五
〇
名
と
七
五
名
前
後
の
教
授
陣
を
持
つ
一
大
国
際
大
学
を
想
定
し
て
い
た
こ
と
が
明
る
み
に
出
た
。
ま
た
、
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
世
界
各
地
に
建
設
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
管
理
に
は
別
に
ス
タ
ッ
フ
を
常
駐
さ
せ
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
い
 
。
報
告
の
起
草
者
は
ウ
・
タ
ン
ト
に
近
い
ラ
ル
（A
rthur
Lall
 
    
   
）
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
教
授
で
あ
っ
た
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
内
容
に
な
っ
た
こ
と
も
決
し
て
不
思
議
で
は
な
い
。
ラ
ル
の
進
言
に
従
い
、
こ
の
計
画
を
速
や
か
に
実
行
に
移
せ
ば
、
膨
大
な
コ
ス
ト
は
加
盟
国
、
殊
に
先
進
国
の
方
へ
廻
っ
て
い
く
こ
と
が
ほ
ぼ
確
実
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
当
然
先
進
国
の
多
く
に
と
っ
て
受
け
入
れ
難
い
事
態
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ラ
ル
の
提
案
は
国
際
主
義
に
基
づ
く
教
育
の
必
要
性
を
強
調
し
て
い
た
が
、
こ
れ
も
共
産
主
義
的
国
際
主
義
し
か
認
め
な
い
ソ
連
や
東
欧
圏
の
国
々
の
神
経
を
逆
な
で
す
る
内
容
と
な
っ 
。
　
日
本
は
こ
の
報
告
書
が
作
成
さ
れ
て
い
る
段
階
か
ら
、
ラ
ル
及
び
国
連
側
の
関
係
者
と
接
触
を
保
っ
て
お
り
、
そ
の
内
容
に
関
す
る
事
前
説
明
も
受
け
て
い
た
。
従
っ
て
、
日
本
政
府
の
担
当
者
は
同
報
告
書
に
秘
め
ら
れ
た
コ
ス
ト
の
問
題
を
熟
知
し
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
連
大
学
設
置
へ
の
支
持
と
キ
ャ
ン
パ
ス
の
誘
致
に
つ
い
て
国
内
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
た
日
本
側
は
か
な
り
早
い
時
点
か
ら
コ
ス
ト
を
度
外
視
し
、
も
っ
ぱ
ら
ウ
・
タ
ン
ト
構
想
の
実
現
を
目
指
し
て
努
力
す
る
態
度
で
協
議
に
臨
ん
で
き
た
。
現
に
、
他
国
が
ま
だ
設
置
の
可
能
性
を
詮
索
し
て
い
た
の
と
対
照
的
に
、
日
本
の
外
交
官
は
既
に
米
国
に
対
し
て
国
連
大
学
を
日
本
に
設
置
す
る
正
当
性
を
熱
心
に
説
い
て
お
り
、
政
府
も
九
月
か
ら
始
ま
る
第
二
五
回
総
会
で
同
大
学
の
設
置
に
関
す
る
実
質
的
な
決
定
が
行
わ
れ
る
だ
ろ
う
と
楽
観
的
な
見
方
を
示
し
て
い 
。
し
か
し
、
七
月
以
降
、
国
連
に
お
い
て
他
の
先
進
国
が
ラ
ル
報
告
を
予
想
以
上
に
酷
評
し
た
の
を
見
て
、
日
本
も
大
学
誘
致
は
（
　
）
２７る
（
　
）
２８た
（
　
）
２９た
一
四
筑
波
法
政
第
四
十
三
号
（
二
〇
〇
七
）
さ
て
お
い
て
、
ま
ず
大
学
設
置
そ
の
も
の
を
か
け
て
、
英
米
ソ
な
ど
諸
大
国
と
国
際
外
交
の
場
で
一
戦
を
交
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
　
国
連
大
学
設
置
の
是
非
を
め
ぐ
る
外
交
攻
防
戦
の
第
一
ラ
ウ
ン
ド
は
一
九
七
〇
年
七
月
、
国
連
経
済
社
会
理
事
会
で
幕
を
切
っ
て
落
と
さ
れ
た
。
日
本
政
府
は
今
回
の
理
事
会
に
臨
む
に
当
っ
て
、
既
に
関
係
国
の
熱
意
が
十
分
で
は
な
い
こ
と
を
察
知
し
て
お
り
、
国
連
代
表
に
与
え
た
訓
令
に
も
、
ラ
ル
提
案
へ
の
控
え
目
な
対
応
を
指
示
し 
。
と
こ
ろ
が
、
経
済
社
会
理
事
会
に
お
け
る
加
盟
国
の
態
度
は
日
本
の
予
想
を
上
回
る
強
硬
な
も
の
で
あ
っ
た
。
実
際
、
理
事
会
冒
頭
の
一
般
演
説
で
、
国
連
大
学
の
設
立
に
積
極
的
な
反
応
を
示
し
た
の
は
日
本
と
ギ
リ
シ
ャ
の
み
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
重
苦
し
い
雰
囲
気
は
国
連
大
学
の
実
現
可
能
性
に
関
す
る
ラ
ル
報
告
に
つ
い
て
の
実
質
審
議
が
始
ま
っ
て
か
ら
一
層
顕
著
に
な
っ
て
く 
。
　
共
産
圏
諸
国
と
並
ん
で
、
先
進
国
の
な
か
で
国
連
大
学
反
対
の
先
頭
に
立
っ
て
い
た
の
は
英
国
を
は
じ
め
と
す
る
西
欧
諸
国
で
あ
る
。
取
り
分
け
英
国
は
自
ら
の
財
政
難
で
国
連
大
学
の
た
め
に
多
額
の
分
担
金
を
背
負
う
意
思
は
毛
頭
な
か
っ
た
。
そ
の
上
、
英
国
内
の
高
等
教
育
機
関
の
多
く
は
自
分
こ
そ
国
際
的
な
大
学
で
あ
り
、
貴
重
な
国
家
財
源
を
国
連
傘
下
の
ジ
ャ
ン
ボ
型
国
際
大
学
の
建
設
に
費
や
す
こ
と
に
批
判
的
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
態
度
も
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
な
ど
を
通
じ
て
英
政
府
の
政
策
に
影
響
を
与
え
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
英
国
代
表
団
は
最
初
か
ら
国
連
大
学
構
想
そ
の
も
の
の
妥
当
性
を
疑
う
観
点
か
ら
審
議
に
加
わ
っ
た
の
で
あ 
。
こ
の
姿
勢
は
や
が
て
オ
ラ
ン
ダ
、
米
国
、
そ
し
て
（
目
的
が
違
う
と
は
い
え
）
ソ
連
な
ど
の
援
護
射
撃
を
得
て
、
国
連
大
学
を
危
機
存
亡
の
苦
境
に
陥
れ
た
。
　
日
本
代
表
団
は
当
初
、
依
然
と
し
て
訓
令
に
基
づ
き
、
ラ
ル
報
告
へ
の
コ
メ
ン
ト
を
避
け
な
が
ら
、
国
連
大
学
設
置
の
意
義
を
力
説
し
て
い
た
が
、
米
、
英
、
ソ
な
ど
の
姿
勢
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
一
旦
休
会
し
、
日
本
を
含
む
関
係
国
の
代
表
が
非
公
式
の
協
議
を
行
い
、
議
論
の
末
、
ラ
ル
報
告
を
事
実
上
棚
上
げ
し
、
経
済
社
会
理
事
会
の
下
で
国
連
大
学
の
実
現
可
能
性
に
関
す
る
新
た
な
研
究
を
ユ
ネ
ス
コ
に
委
ね
、
そ
の
進
捗
状
況
を
ま
も
な
く
開
催
さ
れ
る
第
二
五
回
国
連
総
会
に
報
告
す
る
旨
の
妥
協
策
が
案
出
さ
れ 
。
と
こ
（
　
）
３０た
（
　
）
３１る
（
　
）
３２る
（
　
）
３３た一五
文
化
教
育
面
に
お
け
る
日
本
の
国
連
協
力
の
光
と
影
（
潘
）
ろ
が
、
こ
の
妥
協
案
に
対
し
、
日
本
政
府
か
ら
批
判
的
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。
妥
協
案
の
文
言
を
検
討
し
た
外
務
省
は
こ
の
案
の
ま
ま
で
行
け
ば
、
第
二
五
回
総
会
の
期
間
中
、
国
連
大
学
の
設
置
に
関
す
る
具
体
的
な
進
展
を
見
る
こ
と
は
難
し
い
と
判
断
し
た
。
そ
う
な
れ
ば
、
従
来
国
内
世
論
に
対
し
て
、
二
五
回
総
会
で
何
ら
か
の
形
で
同
大
学
に
関
す
る
実
質
的
な
決
定
が
行
わ
れ
る
と
説
明
し
て
い
た
政
府
の
責
任
が
追
及
さ
れ
る
可
能
性
が
高
く
な
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
外
務
省
は
直
ち
に
経
済
社
会
理
事
会
出
席
中
の
安
倍
勲
大
使
に
対
し
、
何
と
か
国
連
第
二
五
回
総
会
の
会
期
中
、
同
大
学
設
置
に
関
す
る
実
質
的
な
決
定
を
約
束
す
る
決
議
案
を
採
択
さ
せ
よ
と
指
示
し
た
。
こ
の
訓
電
に
接
し
た
安
倍
は
早
速
関
係
国
代
表
へ
の
遊
説
を
始
め
た
が
、
そ
の
際
、
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で
援
軍
に
恵
ま
れ
た
。
米
国
代
表
の
オ
ー
ル
ズ
大
使
で
あ
っ
た
。
　
オ
ー
ル
ズ
は
、
本
来
国
連
大
学
の
良
き
理
解
者
と
支
援
者
で
あ
り
、
ロ
ー
ズ
構
想
に
も
協
力
し
た
こ
と
が
あ
る
。
た
だ
、
米
国
務
省
や
国
連
代
表
部
全
体
と
し
て
は
国
連
大
学
構
想
に
極
め
て
冷
淡
で
あ
り
、
ま
た
オ
ー
ル
ズ
自
身
も
ラ
ル
報
告
の
内
容
に
不
満
足
で
あ
っ
た
た
め
、
米
国
は
経
済
社
会
理
事
会
審
議
に
お
い
て
当
初
英
ソ
な
ど
反
対
派
諸
国
と
足
並
を
揃
っ
て
い
た
。
こ
の
オ
ー
ル
ズ
大
使
に
対
し
、
安
倍
は
妥
協
案
が
検
討
さ
れ
た
時
の
米
国
側
の
消
極
的
な
態
度
に
つ
い
て
抗
議
し
た
上
、
国
際
教
育
年
に
当
る
第
二
五
回
総
会
の
会
期
中
に
具
体
的
な
成
果
を
得
る
必
要
性
を
重
ね
て
強
調
し
た
。
結
局
、
安
倍
の
強
い
後
押
し
に
よ
っ
て
、
オ
ー
ル
ズ
も
気
を
取
り
直
し
、
ユ
ネ
ス
コ
及
び
国
連
事
務
局
と
相
談
し
つ
つ
、
従
来
の
妥
協
案
の
再
修
正
に
取
り
組
み
始
め
た
。
こ
の
作
業
か
ら
生
ま
れ
た
新
妥
協
案
は
ユ
ネ
ス
コ
で
国
連
大
学
に
関
す
る
新
た
な
研
究
を
行
う
こ
と
に
賛
成
す
る
も
の
の
、
こ
の
研
究
は
第
二
五
回
総
会
の
審
議
に
間
に
合
う
よ
う
結
果
を
出
す
べ
き
だ
と
時
間
的
制
限
を
設
け
た
。
そ
の
た
め
、
ユ
ネ
ス
コ
で
の
研
究
は
国
連
大
学
の
目
的
及
び
趣
旨
に
関
す
る
全
体
的
な
も
の
に
限
定
し
、
そ
れ
を
め
ぐ
る
合
意
を
ま
ず
勝
ち
取
る
。
一
方
、
論
争
の
焦
点
と
な
っ
て
い
る
大
学
設
置
の
組
織
財
政
問
題
に
つ
い
て
は
そ
の
後
、
ユ
ネ
ス
コ
及
び
他
の
国
連
機
関
で
引
き
続
き
検
討
し
、
経
済
社
会
理
事
会
に
結
果
を
報
告
す
る
こ
と
に
な
っ 
。
つ
ま
り
、
財
政
組
織
問
題
を
め
ぐ
る
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
な
い
限
り
、
国
連
大
学
の
設
置
そ
の
も
の
を
急
ぐ
べ
き
で
な
い
と
す
る
西
欧
及
び
東
欧
圏
諸
国
の
意
向
と
は
裏
腹
に
、
新
妥
協
（
　
）
３４た
一
六
筑
波
法
政
第
四
十
三
号
（
二
〇
〇
七
）
案
は
ま
ず
大
学
の
設
置
を
速
や
か
に
決
め
て
お
こ
う
と
す
る
日
本
政
府
の
意
向
を
か
な
り
の
程
度
満
足
さ
せ
た
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
米
国
の
全
面
的
支
持
も
見
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
米
国
側
の
姿
勢
の
豹
変
に
、
反
対
派
の
英
国
や
ソ
連
は
大
変
驚
い
て
お
り
、
抵
抗
を
試
み
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
審
議
全
体
の
雰
囲
気
は
既
に
一
変
し
て
い
た
。
日
米
及
び
途
上
国
代
表
の
圧
倒
的
な
支
持
を
前
に
、
反
対
派
の
立
場
は
著
し
く
孤
立
し
て
し
ま
っ
た
。
新
妥
協
案
は
七
月
三
〇
日
の
投
票
で
大
差
で
可
決
さ
れ
た
。
英
国
や
ソ
連
な
ど
反
対
派
の
重
鎮
も
決
議
阻
止
が
不
可
能
だ
と
あ
き
ら
め
、
棄
権
し
た
の
で
あ 
。
　
日
本
代
表
部
の
善
戦
で
、
何
と
か
国
連
大
学
設
置
の
早
期
実
現
に
一
縷
の
希
望
を
残
す
こ
と
が
で
き
た
が
、
こ
れ
で
問
題
が
解
決
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
西
欧
諸
国
と
ソ
連
は
、
今
度
は
ユ
ネ
ス
コ
の
場
を
借
り
て
反
撃
に
出
た
か
ら
で
あ
る
。
ユ
ネ
ス
コ
内
で
設
置
さ
れ
た
新
た
な
国
連
大
学
設
置
検
討
委
員
会
は
主
要
関
係
国
に
推
薦
さ
れ
た
専
門
家
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
が
、
日
本
か
ら
は
ロ
ー
ズ
構
想
の
協
力
者
で
あ
る
前
田
東
京
大
学
教
授
が
出
席
し
た
。
前
田
は
国
連
大
学
に
関
す
る
決
議
案
文
も
持
参
し
て
き
た
が
、
そ
の
内
容
は
ウ
・
タ
ン
ト
の
考
え
に
近
い
も
の
で
あ
る
と
さ
れ 
。
日
本
政
府
の
ユ
ネ
ス
コ
常
駐
代
表
も
国
連
大
学
の
速
や
か
な
設
置
を
勧
告
す
る
決
議
案
を
用
意
し
て
お
り
、
ユ
ネ
ス
コ
総
会
へ
の
上
程
を
目
指
し
て
い
た
。
更
に
、
従
来
ウ
・
タ
ン
ト
主
導
の
構
想
に
危
機
感
を
抱
い
て
い
る
と
見
ら
れ
て
い
た
ユ
ネ
ス
コ
当
局
も
日
本
の
働
き
か
け
に
よ
っ
て
急
速
に
姿
勢
を
転
換
し
た
。
こ
う
し
た
日
本
側
の
水
面
下
の
動
き
に
直
面
し
て
、
反
対
派
筆
頭
の
英
国
は
た
だ
手
を
拱
い
て
見
て
い
る
わ
け
に
は
行
か
な
く
な
っ
た
。
一
一
月
に
入
る
と
、
英
国
は
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
と
と
も
に
、
日
本
よ
り
先
に
ユ
ネ
ス
コ
総
会
で
決
議
案
を
提
出
し
た
。
そ
の
内
容
も
日
本
案
に
比
べ
遥
か
に
消
極
的
で
、
国
連
大
学
設
置
の
可
能
性
に
関
す
る
ユ
ネ
ス
コ
の
研
究
を
な
る
べ
く
長
引
か
せ
る
一
方
、
研
究
結
果
が
出
る
ま
で
設
置
問
題
を
完
全
な
白
紙
状
態
に
留
ま
ら
せ
る
こ
と
を
意
図
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
当
然
、
こ
の
決
議
案
を
め
ぐ
っ
て
、
推
進
・
反
対
両
派
の
意
見
が
完
全
に
対
立
し
て
お
り
、
審
議
自
体
も
膠
着
状
態
に
入
り
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
の
時
点
で
、
日
本
の
対
応
は
冷
静
で
あ
っ
た
。
こ
の
ま
ま
争
っ
て
も
西
欧
諸
国
は
妥
協
に
応
じ
る
見
込
み
は
な
く
、
た
と
え
英
国
案
を
潰
し
、
日
本
案
を
成
立
す
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
長
い
目
で
見
れ
ば
、
か
え
っ
て
後
味
の
悪
い
先
例
を
作
っ
て
し
ま
う
こ
と
（
　
）
３５る
（
　
）
３６た
一
七
文
化
教
育
面
に
お
け
る
日
本
の
国
連
協
力
の
光
と
影
（
潘
）
に
な
る
と
判
断
し
た
日
本
側
は
イ
ン
ド
な
ど
急
進
的
な
推
進
派
と
一
線
を
画
す
形
で
、
英
国
案
を
受
け
入
れ
、
そ
の
共
同
提
案
国
に
な
る
方
針
を
示
し
た
。
こ
の
日
本
の
譲
歩
に
よ
り
、
英
国
案
は
総
会
で
ほ
ぼ
全
会
一
致
の
形
で
採
択
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
日
本
は
当
分
反
対
陣
営
と
の
正
面
衝
突
を
回
避
す
る
道
を
選
択
し
た
が
、
国
連
大
学
の
早
期
設
置
を
断
念
し
た
わ
け
で
は
勿
論
な
か
っ 
。
　
ユ
ネ
ス
コ
総
会
で
予
想
以
上
の
抵
抗
に
遭
っ
た
日
本
は
、
一
一
月
末
か
ら
、
外
交
攻
勢
の
主
戦
場
を
国
連
総
会
に
移
し
、
再
び
攻
勢
を
仕
掛
け
た
の
で
あ
る
。
ラ
ル
報
告
が
経
済
社
会
理
事
会
で
門
前
払
い
を
食
ら
っ
た
結
果
、
国
連
大
学
構
想
に
関
す
る
研
究
は
一
時
ユ
ネ
ス
コ
の
手
に
委
ね
ら
れ
た
が
、
同
構
想
へ
の
発
言
権
を
失
う
こ
と
を
恐
れ
た
ウ
・
タ
ン
ト
は
自
分
の
手
元
に
も
別
個
の
研
究
グ
ル
ー
プ
を
作
ろ
う
と
目
論
み
始
め
た
。
当
然
、
こ
の
考
え
に
対
し
、
英
国
を
は
じ
め
、
反
対
派
の
諸
国
は
警
戒
を
強
め
て
お
り
、
そ
れ
を
何
と
か
潰
そ
う
と
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
国
々
は
日
本
の
積
極
的
姿
勢
を
知
っ
て
い
た
が
、
ユ
ネ
ス
コ
総
会
で
日
本
か
ら
妥
協
を
勝
ち
取
っ
た
経
験
に
よ
っ
て
今
回
も
日
本
は
最
終
的
に
西
欧
諸
国
と
歩
調
を
合
わ
せ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
と
高
を
括
っ
て
い 
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
は
逆
に
ウ
・
タ
ン
ト
の
発
案
に
基
づ
い
て
、
本
件
に
関
す
る
事
務
総
長
の
諮
問
機
関
の
設
立
を
盛
り
込
む
決
議
案
を
作
成
し
、
国
連
総
会
第
二
委
員
会
に
か
け
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
日
本
政
府
の
柔
軟
性
に
期
待
し
た
英
国
や
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
は
決
議
案
の
中
か
ら
事
務
総
長
諮
問
機
関
に
関
す
る
一
節
の
削
除
を
日
本
側
に
要
請
し
た
。
し
か
し
、
今
回
こ
そ
日
本
の
対
応
は
極
め
て
強
気
で
あ
っ
た
。
ア
ジ
ア
と
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
か
ら
複
数
の
共
同
提
案
国
を
確
保
し
、
米
国
の
暗
黙
の
支
持
も
得
て
い
た
日
本
代
表
部
は
英
国
側
の
修
正
要
求
を
こ
と
ご
と
く
拒
否
し
た
。
こ
れ
を
見
て
、
英
国
は
独
自
の
修
正
案
を
出
し
、
同
じ
く
第
二
委
員
会
に
提
出
し
た
が
、
日
本
側
は
歩
み
寄
り
の
気
配
を
見
せ
な
か
っ
た
。
そ
の
状
況
を
見
か
ね
て
、
同
じ
く
西
欧
圏
の
オ
ラ
ン
ダ
と
フ
ラ
ン
ス
は
よ
り
柔
軟
な
修
正
意
見
を
も
っ
て
日
本
に
打
診
し
て
き
た
が
、
今
度
は
、
日
本
側
が
こ
れ
ら
の
意
見
を
自
ら
の
決
議
案
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
同
意
し
た
。
そ
の
瞬
間
、
反
対
派
の
結
束
も
乱
れ
、
英
国
と
ソ
連
だ
け
が
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
最
終
投
票
の
結
果
は
一
方
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
英
国
側
の
修
正
案
は
す
べ
て
否
決
さ
れ
、
日
本
案
は
米
国
を
含
む
幅
広
い
支
持
を
得
て
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
推
進
派
の
勢
い
の
前
で
英
国
も
遂
に
折
れ
て
、
日
本
案
に
対
し
、
反
対
で
は
な
く
、
ソ
連
や
東
（
　
）
３７た
（
　
）
３８た
一
八
筑
波
法
政
第
四
十
三
号
（
二
〇
〇
七
）
欧
諸
国
と
共
に
棄
権
す
る
に
止
ま
っ 
。
　
国
連
総
会
第
二
委
員
会
で
成
立
し
た
日
本
決
議
案
は
国
連
大
学
推
進
派
に
と
っ
て
非
常
に
都
合
の
よ
い
も
の
で
あ
っ
た
。
同
決
議
は
、
国
連
事
務
総
長
が
自
前
の
諮
問
機
関
を
通
じ
て
引
き
続
き
こ
の
問
題
に
影
響
を
与
え
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
加
盟
国
に
対
し
て
も
一
九
七
一
年
五
月
末
ま
で
に
国
連
大
学
構
想
に
関
す
る
意
見
と
コ
メ
ン
ト
を
事
務
総
長
に
寄
せ
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
。
更
に
、
今
後
の
段
取
り
と
し
て
、
事
務
総
長
が
第
二
六
回
国
連
総
会
に
自
ら
の
諮
問
機
関
及
び
ユ
ネ
ス
コ
の
研
究
成
果
を
提
出
し
、
総
会
が
そ
れ
に
基
づ
い
て
大
学
設
置
の
決
定
を
行
う
こ
と
も
決
め
て
い 
。
こ
れ
は
英
国
な
ど
の
反
対
派
に
と
っ
て
決
し
て
望
ま
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
加
盟
国
の
大
半
が
賛
成
し
た
以
上
、
こ
れ
ら
の
国
々
も
戦
術
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
　
一
九
七
一
年
一
月
、
英
国
政
府
関
係
省
庁
の
担
当
者
が
会
合
を
開
き
、
国
連
大
学
構
想
を
め
ぐ
る
次
の
外
交
ス
テ
ッ
プ
を
協
議
し
た
。
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
結
論
は
前
年
一
二
月
の
国
連
総
会
決
議
に
よ
っ
て
国
連
大
学
の
設
置
へ
の
動
き
は
も
は
や
止
め
ら
れ
な
く
な
っ
て
お
り
、
今
後
英
国
と
し
て
は
積
極
的
に
ユ
ネ
ス
コ
と
事
務
総
長
が
主
宰
す
る
二
つ
の
検
討
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
、
全
体
の
議
論
を
英
国
の
利
益
に
反
し
な
い
方
向
へ
誘
導
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ 
。
　
英
国
と
同
様
、
日
本
も
二
つ
の
政
策
検
討
グ
ル
ー
プ
に
期
待
を
か
け
て
い
た
。
両
グ
ル
ー
プ
の
設
置
費
用
の
半
分
以
上
は
日
本
政
府
に
よ
っ
て
拠
出
さ
れ
て
お
り
、
ユ
ネ
ス
コ
の
研
究
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
て
い
た
前
田
に
加
わ
っ
て
、
ウ
・
タ
ン
ト
の
諮
問
機
関
に
文
部
省
の
有
力
者
で
、
ロ
ー
ズ
構
想
に
も
関
係
し
た
天
城
勲
前
文
部
事
務
次
官
を
代
表
と
し
て
送
り
込
む
こ
と
を
決
定
し
た
。
ま
た
、
日
本
政
府
の
意
向
と
の
関
係
は
不
明
だ
が
、
ウ
・
タ
ン
ト
の
諮
問
機
関
の
事
務
局
長
役
に
日
本
国
籍
で
、
ロ
ー
ズ
夫
人
と
も
交
流
の
あ
っ
た
明
石
康
国
連
事
務
局
員
が
任
命
さ
れ 
。
他
方
、
国
内
に
お
い
て
、
七
一
年
三
月
以
降
、
文
部
、
外
務
両
省
は
、
大
学
関
係
者
や
専
門
家
を
集
め
て
、
国
連
大
学
に
関
す
る
調
査
会
や
懇
談
会
を
幾
度
開
催
し
、
国
連
大
学
の
形
態
や
財
政
運
営
な
ど
に
関
す
る
詳
細
な
研
究
を
行
っ
た
。
そ
の
成
果
の
報
告
を
同
年
四
月
に
、
国
連
事
務
総
長
宛
に
送
付
し
た
。
報
告
内
容
の
中
で
特
に
注
目
す
べ
き
な
の
は
大
学
の
形
態
に
関
す
る
部
分
で
、
ウ
・
（
　
）
３９た
（
　
）
４０る
（
　
）
４１た
（
　
）
４２た
一
九
文
化
教
育
面
に
お
け
る
日
本
の
国
連
協
力
の
光
と
影
（
潘
）
タ
ン
ト
構
想
や
ラ
ル
構
想
に
描
か
れ
た
通
常
型
の
大
学
像
と
は
違
い
、「
国
連
国
際
大
学
シ
ス
テ
ム
」
と
呼
ば
れ
る
緩
や
か
な
国
際
研
究
教
育
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
設
立
を
提
唱
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
も
う
一
つ
や
は
り
従
来
西
欧
諸
国
の
批
判
の
的
と
な
っ
て
い
た
財
政
面
の
問
題
と
関
連
し
、
日
本
政
府
は
各
国
に
先
駆
け
て
、
費
用
分
担
の
意
思
を
明
言
し
た
が
、
大
学
財
源
の
一
部
を
国
連
予
算
か
ら
捻
出
す
る
と
の
立
場
を
固
守
し
た
た
め
、
当
面
の
交
渉
は
再
び
難
航
し
て
し
ま
っ 
。
　
一
九
七
一
年
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
ウ
・
タ
ン
ト
の
諮
問
機
関
、
そ
し
て
パ
リ
で
ユ
ネ
ス
コ
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
そ
れ
ぞ
れ
本
格
的
な
審
議
を
開
始
し
た
。
前
者
の
場
合
、
ウ
・
タ
ン
ト
の
側
近
で
あ
る
ヒ
ル
（M
artin
H
ill
 
   
  
  
）
元
国
連
事
務
次
長
補
と
明
石
康
は
議
事
進
行
役
を
務
め
、
国
連
大
学
設
置
の
必
要
性
を
全
く
議
論
し
な
い
ま
ま
、
設
置
後
の
諸
問
題
に
焦
点
を
当
て
よ
う
と
し
て
い
た
。
日
本
代
表
も
終
始
、
同
大
学
へ
の
協
力
の
意
欲
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
。
し
か
し
、
構
想
に
懐
疑
的
で
あ
っ
た
先
進
国
代
表
の
大
半
は
民
間
の
専
門
家
で
あ
り
、
国
連
大
学
に
関
す
る
知
識
も
熱
意
も
日
本
代
表
ほ
ど
備
え
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
か
ね
て
か
ら
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
た
財
政
問
題
は
逆
に
討
議
の
目
玉
と
な
っ
て
し
ま
い
、
国
連
事
務
当
局
側
の
必
死
な
弁
明
も
日
本
を
除
く
先
進
国
の
代
表
に
一
蹴
さ
れ
 
。
そ
れ
以
上
に
深
刻
な
事
態
は
パ
リ
で
開
か
れ
た
ユ
ネ
ス
コ
の
研
究
グ
ル
ー
プ
会
議
で
見
ら
れ
た
。
同
会
議
に
お
い
て
、
実
質
討
議
に
入
る
前
、
ま
ず
「
本
当
に
国
連
大
学
が
必
要
で
あ
る
か
」
と
の
根
本
問
題
を
め
ぐ
っ
て
延
々
と
議
論
さ
れ
、
そ
れ
が
よ
う
や
く
収
ま
っ
た
か
と
思
え
ば
、
今
度
は
大
学
の
形
態
に
関
す
る
一
大
論
争
が
始
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
第
二
六
回
国
連
総
会
審
議
に
間
に
合
う
た
め
に
日
本
は
一
〇
月
の
ユ
ネ
ス
コ
理
事
会
で
ユ
ネ
ス
コ
事
務
総
長
よ
り
国
連
総
会
に
提
出
す
る
研
究
報
告
に
国
連
大
学
の
設
置
を
認
め
る
文
言
を
挿
入
す
る
よ
う
各
国
に
強
く
働
き
掛
け
て
い
た
。
こ
の
日
本
側
の
思
惑
は
途
上
国
の
支
持
を
得
て
報
告
書
に
反
映
さ
れ
た
が
、
英
ソ
両
国
だ
け
で
な
く
、
米
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
カ
ナ
ダ
な
ど
従
来
穏
健
的
な
理
事
国
も
皆
反
対
票
を
投
じ
た
た
め
、
国
連
総
会
に
お
い
て
一
段
と
厳
し
い
試
練
に
直
面
す
る
よ
う
に
な
っ 
。
　
一
一
月
か
ら
始
ま
っ
た
国
連
審
議
は
日
本
に
と
っ
て
悪
夢
の
よ
う
な
も
の
と
な
っ
た
。
ま
ず
、
経
済
社
会
理
事
会
に
お
い
て
ソ
連
は
日
本
（
　
）
４３た
（
　
）
４４た
（
　
）
４５た
二
〇
筑
波
法
政
第
四
十
三
号
（
二
〇
〇
七
）
側
の
準
備
が
整
っ
て
い
な
い
う
ち
に
、
時
間
的
な
理
由
で
国
連
大
学
に
つ
い
て
の
審
議
は
第
二
七
回
総
会
ま
で
延
期
す
る
こ
と
を
突
如
提
案
し
た
。
こ
れ
は
い
き
な
り
票
決
に
付
さ
れ
、
あ
っ
さ
り
と
成
立
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
と
の
重
大
性
に
気
付
い
た
日
本
側
は
忽
ち
総
会
第
二
委
員
会
に
経
済
社
会
理
事
会
の
決
定
を
覆
す
決
議
案
の
提
出
を
試
み
た
。
だ
が
、
日
本
側
の
反
撃
を
待
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
、
反
対
派
諸
国
は
一
致
団
結
し
て
日
本
案
を
拒
否
し
、
経
済
社
会
理
事
会
決
議
に
沿
う
決
議
案
を
求
め
た
。
前
年
度
の
審
議
で
日
本
に
協
力
し
た
米
国
も
、
既
に
オ
ー
ル
ズ
大
使
が
国
連
代
表
部
を
去
っ
た
た
め
、
今
回
一
転
し
て
反
対
派
の
先
頭
に
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
土
壇
場
に
な
っ
て
、
審
議
全
体
の
流
れ
の
逆
転
は
不
可
能
だ
と
認
識
し
た
日
本
は
一
歩
引
く
決
断
を
下
し
た
。
一
二
月
半
ば
、
日
本
は
エ
ジ
プ
ト
や
コ
ロ
ン
ビ
ア
な
ど
推
進
派
諸
国
と
協
議
し
、
結
論
の
二
七
総
会
へ
の
先
送
り
と
引
き
換
え
に
、
ユ
ネ
ス
コ
の
検
討
グ
ル
ー
プ
を
事
務
総
長
の
諮
問
機
関
に
吸
収
し
、
審
議
を
継
続
す
る
内
容
の
決
議
案
を
上
程
し
た
。
結
局
、
こ
の
案
は
総
会
で
反
対
派
諸
国
を
含
む
多
数
の
支
持
を
獲
得
し
、
可
決
さ
れ
た
の
で
あ 
。
　
一
九
七
一
年
の
審
議
は
表
面
か
ら
み
れ
ば
、
日
本
に
と
っ
て
不
本
意
な
結
果
と
な
っ
た
。
だ
が
、
長
い
目
で
み
て
こ
の
一
年
間
の
交
渉
は
日
本
と
反
対
派
諸
国
の
間
に
あ
っ
た
食
い
違
い
を
大
幅
に
減
ら
し
た
成
果
も
も
た
ら
し
た
。
先
述
の
よ
う
に
、
日
本
は
国
連
大
学
の
形
態
に
つ
い
て
従
来
型
の
大
学
に
拘
ら
ず
、
よ
り
コ
ス
ト
の
節
約
に
な
る
大
学
ま
た
は
研
究
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
よ
う
な
も
の
を
提
案
し
た
が
、
似
た
よ
う
な
構
想
は
英
米
な
ど
反
対
派
の
国
々
の
政
府
部
内
で
も
検
討
さ
れ
て
い
た
。
更
に
、
二
つ
の
検
討
グ
ル
ー
プ
や
国
連
の
中
に
お
け
る
日
本
の
精
力
的
な
ロ
ビ
ー
活
動
は
、
政
策
目
標
の
違
い
は
と
も
か
く
と
し
て
、
反
対
派
諸
国
に
も
強
い
印
象
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
事
務
総
長
の
諮
問
機
関
に
出
席
し
た
ク
ー
パ
ー
（W
illiam
M
.
C
ooper
 
    
  
 
 
     
）
英
国
代
表
は
国
連
大
学
の
必
要
性
に
疑
問
が
あ
る
も
の
の
、
同
構
想
へ
の
日
本
側
の
協
力
は
真
剣
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
軽
々
に
扱
う
べ
き
で
な
い
と
本
国
政
府
に
報
告
し
た
。
ま
た
、
英
国
国
連
代
表
部
員
も
、
国
連
大
学
の
設
立
を
常
に
第
一
義
的
に
考
え
る
日
本
代
表
の
姿
勢
に
触
れ
、
加
盟
国
の
大
半
が
こ
れ
に
同
調
し
て
い
た
た
め
、
英
国
は
と
こ
と
ん
ま
で
同
大
学
構
想
を
拒
否
し
て
し
ま
え
ば
、
最
終
的
に
は
孤
立
的
な
少
数
派
に
な
る
可
能
性
が
高
く
、
今
の
う
ち
に
（
　
）
４６る
二
一
文
化
教
育
面
に
お
け
る
日
本
の
国
連
協
力
の
光
と
影
（
潘
）
次
善
策
も
考
え
る
べ
き
だ
と
警
告
し
た
。
こ
れ
ら
の
考
え
が
作
用
し
た
た
め
か
、
そ
の
後
、
国
連
総
会
で
日
本
が
窮
地
に
立
た
さ
れ
た
際
、
英
国
は
敢
え
て
推
進
派
側
の
妥
協
案
を
受
け
入
れ
、
国
連
大
学
設
置
の
審
議
を
中
断
さ
せ
な
い
形
で
日
本
の
面
子
を
守
っ 
。
　
右
の
よ
う
に
、
一
九
七
二
年
に
入
る
時
点
で
、
形
態
や
教
育
内
容
な
ど
に
つ
い
て
の
一
定
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
出
来
つ
つ
あ
っ
た
な
か
で
、
国
連
大
学
の
設
置
を
阻
む
最
大
で
、
且
つ
事
実
上
の
唯
一
の
障
害
は
財
源
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
日
本
政
府
は
今
後
の
大
学
本
部
の
誘
致
問
題
を
考
慮
し
、
既
に
土
地
提
供
を
含
む
設
置
面
の
コ
ス
ト
が
設
置
国
に
よ
っ
て
負
担
す
べ
き
だ
と
明
言
し
た
。
し
か
し
、
反
対
派
側
に
と
っ
て
よ
り
重
要
な
の
は
教
員
の
給
料
な
ど
日
常
の
維
持
費
用
の
出
所
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
費
用
が
国
連
予
算
か
ら
支
出
さ
れ
る
と
決
ま
れ
ば
、
加
盟
国
は
否
応
な
し
で
毎
年
負
担
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
た
め
、
完
全
に
自
主
拠
出
で
賄
う
の
は
筋
で
あ
る
と
米
英
な
ど
が
主
張
し
て
い
た
。
問
題
を
更
に
複
雑
化
さ
せ
た
の
は
、
日
本
自
身
も
国
連
大
学
の
設
置
及
び
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
た
と
は
い
え
、
同
大
学
の
財
源
は
す
べ
て
関
係
国
の
自
主
的
な
拠
出
に
任
せ
る
場
合
、
そ
の
財
政
基
盤
は
著
し
く
脆
弱
な
も
の
に
な
る
の
み
な
ら
ず
、
最
大
の
支
援
国
で
あ
る
日
本
の
負
担
も
極
め
て
重
い
も
の
に
な
る
か
ら
、
こ
の
点
を
め
ぐ
る
妥
協
に
は
容
易
に
応
じ
ら
れ
な
い
事
情
で
あ
っ
た
。
　
か
く
し
て
、
反
対
派
と
推
進
派
の
双
方
で
、
金
の
問
題
に
つ
い
て
一
歩
も
譲
ら
な
い
状
態
の
下
で
第
三
ラ
ウ
ン
ド
の
交
渉
が
始
ま
っ
た
が
、
そ
の
過
程
の
大
半
は
前
年
の
対
立
の
繰
り
か
え
し
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
日
本
は
経
済
社
会
理
事
会
及
び
ユ
ネ
ス
コ
理
事
会
に
お
い
て
よ
り
前
向
き
な
決
議
案
を
採
択
さ
せ
、
そ
の
勢
い
で
今
度
こ
そ
国
連
総
会
で
大
学
設
置
の
決
議
を
通
過
さ
せ
る
と
意
気
込
ん
で
い
た
。
そ
の
や
や
強
引
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
反
対
派
の
反
発
に
火
を
つ
け
、
東
西
両
陣
営
の
主
要
国
の
大
半
は
日
本
案
に
反
対
票
を
入
れ
た
。
追
い
詰
め
ら
れ
た
日
本
側
は
英
米
両
国
に
妥
協
を
促
し
た
も
の
の
、
全
く
手
応
え
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
英
国
は
譲
歩
の
条
件
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
及
び
国
連
の
通
常
予
算
を
使
用
し
な
い
こ
と
を
挙
げ
た
が
、
こ
れ
は
日
本
の
受
容
で
き
る
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ 
。
米
国
の
反
応
も
冷
淡
で
あ
っ
た
。
第
二
七
回
国
連
総
会
を
控
え
た
七
二
年
九
月
、
デ
・
パ
ル
マ
（Sam
uel
D
e
Palm
er
   
   
 
     
  
）
米
国
務
次
官
補
は
国
連
大
学
の
重
要
性
を
力
説
し
た
日
本
側
関
係
者
に
対
し
、
財
源
問
題
は
ま
だ
未
解
決
の
ま
ま
だ
と
指
摘
し
た
上
、「
日
本
政
府
は
米
国
の
た
め
に
こ
の
問
題
を
（
　
）
４７た
（
　
）
４８た
二
二
筑
波
法
政
第
四
十
三
号
（
二
〇
〇
七
）
解
決
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
」
と
ボ
ー
ル
を
日
本
側
に
蹴
り
返
し 
。
万
策
尽
き
た
日
本
は
国
連
総
会
を
目
前
に
、
厳
し
い
決
断
に
迫
ら
れ
た
。
こ
の
ま
ま
強
行
突
破
を
図
れ
ば
、
前
年
の
失
敗
の
二
の
舞
に
な
る
可
能
性
が
十
分
あ
っ
た
。
財
源
問
題
で
歩
み
寄
り
す
れ
ば
、
決
議
案
通
過
の
見
通
し
は
高
く
な
る
が
、
大
学
設
置
後
の
負
担
は
不
可
避
と
な
る
。
苦
慮
の
末
、
日
本
政
府
の
結
論
は
後
者
を
選
ぶ
こ
と
で
あ
っ
た
。
　
一
九
七
二
年
一
一
月
末
、
国
連
大
学
設
置
を
め
ぐ
る
最
終
交
渉
は
国
連
総
会
第
二
委
員
会
の
招
集
と
と
も
に
始
ま
っ
た
。
こ
の
日
ま
で
に
既
に
日
本
は
国
連
大
学
の
財
政
費
用
が
全
て
自
発
的
な
拠
出
で
賄
う
趣
旨
の
設
置
勧
告
案
を
関
係
国
に
示
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
米
英
を
は
じ
め
、
反
対
派
諸
国
は
出
資
を
約
束
し
な
い
も
し
く
は
出
資
す
る
意
思
の
な
い
こ
と
を
断
っ
た
上
、
大
学
自
体
の
設
置
に
異
存
の
な
い
こ
と
を
表
明
し
た
。
そ
こ
で
、
機
が
熟
し
た
と
見
て
、
日
本
は
決
議
案
を
上
程
し
、
一
二
月
一
一
日
に
採
決
を
取
っ
た
。
結
果
は
予
想
通
り
で
、
共
産
圏
諸
国
の
反
対
と
僅
か
な
棄
権
国
を
除
け
ば
、
日
米
英
仏
独
な
ど
主
要
国
は
皆
賛
成
し
た
た
め
、
国
連
大
学
の
設
立
は
ウ
・
タ
ン
ト
提
案
が
公
表
さ
れ
て
か
ら
三
年
以
上
の
か
け
引
き
を
経
て
遂
に
決
定
さ
れ
た
の
で
あ 
。
結
び
　
国
連
大
学
の
設
置
を
め
ぐ
る
日
本
の
活
躍
と
貢
献
は
低
姿
勢
に
徹
す
る
冷
戦
下
の
日
本
外
交
に
お
い
て
大
変
目
立
つ
存
在
で
あ
っ
た
が
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
の
日
本
が
直
面
し
て
い
た
国
内
外
の
諸
問
題
に
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
、
決
し
て
一
時
的
な
思
い
つ
き
や
偶
然
性
の
産
物
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
驚
異
的
な
経
済
成
長
は
僅
か
十
数
年
の
間
、
戦
後
日
本
を
惨
め
な
敗
戦
国
か
ら
世
界
有
数
の
経
済
強
国
に
伸
し
上
げ
た
。
そ
の
余
り
に
も
急
激
な
変
化
を
前
に
、
日
本
政
府
は
国
内
社
会
と
国
際
社
会
の
双
方
で
手
強
い
挑
戦
に
立
ち
向
か
わ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
国
内
に
お
い
て
六
〇
年
代
半
ば
以
降
、
戦
後
生
ま
れ
の
若
い
世
代
を
抱
え
る
高
等
教
育
機
関
は
学
生
運
動
に
悩
ま
さ
れ
つ
つ
、
教
育
の
国
際
化
と
い
う
時
代
の
要
請
へ
の
対
応
に
追
わ
れ
て
い
た
。
一
方
、
国
際
社
会
に
お
い
て
も
「
昇
る
太
陽
」
と
言
わ
（
　
）
４９た
（
　
）
５０る
二
三
文
化
教
育
面
に
お
け
る
日
本
の
国
連
協
力
の
光
と
影
（
潘
）
れ
て
い
た
日
本
に
対
し
、
開
発
途
上
国
と
西
側
先
進
国
双
方
か
ら
の
風
当
た
り
が
日
増
し
に
強
く
な
っ
て
き
た
が
、
日
本
政
府
と
し
て
は
周
知
の
原
因
で
こ
れ
ら
の
「
外
圧
」
に
強
気
な
姿
勢
で
対
処
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
国
際
批
判
の
矛
先
を
か
わ
す
有
効
な
方
策
に
苦
慮
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
国
連
大
学
構
想
が
日
本
政
府
及
び
教
育
関
係
者
の
目
に
魅
力
的
に
映
る
の
は
納
得
で
き
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
国
際
組
織
の
お
墨
付
き
を
得
た
本
格
的
な
国
際
大
学
の
設
置
は
遅
々
と
進
ま
な
い
日
本
の
大
学
改
革
や
国
際
化
の
努
力
を
一
気
に
活
性
化
さ
せ
た
効
果
が
期
待
で
き
る
。
ま
た
、
国
際
的
に
も
途
上
国
か
ら
絶
大
な
支
持
を
手
に
し
た
構
想
の
実
現
に
一
肌
を
脱
い
だ
こ
と
は
い
わ
ゆ
る
南
北
問
題
に
お
け
る
日
本
の
立
場
を
強
制
的
な
手
段
で
な
く
、
ソ
フ
ト
な
方
法
で
大
い
に
強
化
で
き
る
。
ま
し
て
や
、
国
連
大
学
本
部
を
日
本
に
誘
致
で
き
れ
ば
、
国
家
威
信
の
面
に
お
い
て
も
プ
ラ
ス
に
な
る
。
な
お
、
日
本
政
府
が
殊
更
国
連
大
学
に
こ
だ
わ
る
理
由
に
は
戦
前
・
戦
時
中
の
国
際
的
な
孤
立
や
戦
後
の
国
際
社
会
へ
の
復
帰
を
め
ぐ
る
歴
史
的
体
験
か
ら
生
ま
れ
た
日
本
国
民
一
般
の
国
連
へ
の
好
意
的
な
態
度
が
あ
る
こ
と
も
看
過
す
べ
き
で
は
な
い
。
国
連
と
い
う
看
板
を
出
せ
ば
、
政
府
与
党
だ
け
で
な
く
、
野
党
や
民
間
団
体
も
気
軽
に
協
力
で
き
る
し
、
そ
の
協
力
活
動
を
通
じ
て
利
益
を
得
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
日
本
政
府
は
国
連
大
学
へ
の
協
力
が
「
官
民
一
体
」
の
支
持
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
と
関
係
国
に
頻
り
に
強
調
し
て
い
た
が
、
必
ず
し
も
誇
張
さ
れ
た
宣
伝
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
　
国
連
大
学
構
想
へ
の
協
力
を
め
ぐ
る
国
内
の
結
束
と
並
ん
で
、
外
交
交
渉
の
場
に
お
け
る
日
本
の
活
躍
は
大
学
設
置
実
現
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
た
の
も
言
を
俟
た
な
い
。
国
連
大
学
を
め
ぐ
る
外
交
的
攻
防
戦
の
全
過
程
に
お
い
て
、
日
本
側
は
常
に
多
数
派
工
作
を
通
じ
て
国
連
大
学
推
進
派
の
み
な
ら
ず
、
反
対
派
陣
営
に
も
食
い
込
み
、
妥
協
点
を
見
出
す
こ
と
に
必
死
で
あ
っ
た
。
こ
の
姿
勢
の
背
後
に
、
戦
後
国
際
政
治
の
中
で
、
冷
戦
の
文
脈
で
い
う
東
西
関
係
と
経
済
の
文
脈
で
い
う
南
北
関
係
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
特
定
の
国
家
集
団
を
リ
ー
ド
す
る
ほ
ど
の
指
導
力
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
他
国
を
屈
服
で
き
る
強
制
力
も
有
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
国
と
し
て
行
動
す
る
こ
と
だ
け
が
求
め
ら
れ
る
日
本
独
特
の
立
場
が
作
用
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
は
一
方
で
日
本
の
外
交
活
動
を
著
し
く
困
難
に
さ
せ
た
一
因
と
な
っ
た
が
、
他
方
日
本
外
交
に
優
れ
た
柔
軟
性
を
も
た
ら
し
た
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
特
に
後
者
の
点
は
国
連
大
学
設
置
を
め
ぐ
る
審
議
二
四
筑
波
法
政
第
四
十
三
号
（
二
〇
〇
七
）
で
プ
ラ
ス
に
働
い
た
。
後
日
、
国
連
大
学
問
題
を
担
当
し
た
明
石
国
連
事
務
局
員
は
当
時
の
日
本
代
表
団
の
行
動
ぶ
り
を
評
し
て
、「
譲
る
べ
き
は
譲
り
、
守
る
べ
き
と
こ
ろ
は
守
り
、
硬
軟
お
り
ま
ぜ
た
弾
力
的
な
外
交
は
、
硬
直
し
が
ち
な
最
近
の
国
連
で
は
目
を
見
張
ら
せ
る
も
の
が
あ
っ
た
」
と
絶
賛
し
た
が
、
こ
れ
は
本
稿
の
分
析
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ 
。
　
し
か
し
、
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
国
連
大
学
の
設
置
及
び
誘
致
に
関
す
る
日
本
の
政
策
は
成
果
と
と
も
に
、
反
省
す
べ
き
点
も
残
し
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
大
学
の
設
立
や
本
部
の
日
本
へ
の
誘
致
な
ど
短
期
的
な
目
標
に
執
着
し
た
余
り
、
日
本
側
は
大
学
の
理
念
、
教
育
方
針
及
び
財
政
な
ど
に
関
す
る
長
期
的
な
計
画
を
め
ぐ
っ
て
米
英
な
ど
反
対
派
諸
国
に
譲
歩
を
重
ね
た
。
こ
れ
は
交
渉
の
妥
結
を
早
め
、
国
内
の
期
待
に
も
う
ま
く
応
え
た
も
の
の
、
大
学
設
置
後
、
多
く
の
課
題
を
抱
え
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
教
育
研
究
面
で
曖
昧
な
点
が
多
か
っ
た
た
め
、
国
連
大
学
は
創
設
後
、
三
〇
年
も
経
過
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
連
各
専
門
機
関
の
中
で
未
だ
に
目
立
つ
実
績
を
作
り
上
げ
た
と
は
言
い
難
い
存
在
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
普
通
の
大
学
の
形
態
を
取
っ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
日
本
の
大
学
改
革
や
国
際
化
へ
の
貢
献
も
限
定
的
な
も
の
に
終
っ
た
。
財
政
面
に
お
い
て
も
、
運
営
経
費
が
自
発
的
な
拠
出
に
賄
う
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
結
局
日
本
は
そ
の
大
半
の
負
担
を
強
い
ら
れ
た
反
面
、
加
盟
国
の
多
く
は
大
学
の
運
営
に
無
関
心
な
姿
勢
を
貫
い
て
き
た
。
ロ
ー
ズ
構
想
の
時
代
か
ら
国
連
大
学
の
創
設
に
尽
力
し
た
天
城
元
文
部
次
官
も
近
年
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
こ
れ
ら
の
問
題
に
触
れ
、「（
国
連
大
学
は
）
日
本
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
と
、
全
然
関
係
が
な
い
。、、、
僕
の
意
図
と
は
ど
ん
ど
ん
離
れ
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
大
変
残
念
な
ん
で
す
。、、、
何
よ
り
も
金
が
な
い
も
の
だ
か
ら
、
貧
す
れ
ば
鈍
す
る
で
、
非
常
に
困
っ
て
い
ま
す
。」
と
嘆
い
て
い
た
が
、
こ
れ
は
本
稿
の
分
析
で
明
ら
か
に
な
っ
た
設
置
交
渉
の
経
緯
か
ら
す
れ
ば
、
当
然
の
結
果
か
も
し
れ
な 
。
国
挙
げ
て
の
熱
意
と
巧
み
な
交
渉
術
に
よ
っ
て
、
日
本
は
国
連
大
学
設
置
の
最
大
の
功
労
者
に
な
っ
た
が
、
こ
の
熱
意
と
交
渉
術
の
故
に
、
設
置
後
の
国
連
大
学
は
当
初
の
期
待
か
ら
す
れ
ば
中
途
半
端
な
国
際
機
関
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
皮
肉
な
結
果
は
国
連
大
学
設
置
を
め
ぐ
る
日
本
の
対
応
が
戦
後
日
本
外
交
の
長
所
と
短
所
の
両
方
を
見
事
に
浮
き
彫
り
さ
せ
た
点
で
、
失
敗
し
た
成
功
例
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
示
し
て
く
れ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。
（
　
）
５１る
（
　
）
５２い
二
五
文
化
教
育
面
に
お
け
る
日
本
の
国
連
協
力
の
光
と
影
（
潘
）
注（
１
） 
古
垣
鉄
郎
『
国
際
連
盟
と
世
界
平
和
』（
国
際
連
盟
協
会
、
一
九
二
五
年
）、
九
〇－
九
一
頁
、
澤
田
謙
『
国
際
連
盟
概
論
』
厳
松
堂
書
店
、
一
九
二
三
年
、
三
九
四－
三
九
五
頁
、
宇
田
川
洋
子
「
新
渡
戸
稲
造
と
知
的
協
力
委
員
会
」『
教
育
研
究
』（
青
山
学
院
大
学
教
育
学
会
編
）、
第
三
一
号
、
一
九
八
七
年
、
四
七
頁
。
（
２
） 
宇
田
川
、
同
右
、
四
五－
六
〇
頁
、
鳥
居
清
治
「「
知
的
協
力
委
員
会
」
は
新
渡
戸
稲
造
の
独
創
か
？
」『
新
渡
戸
稲
造
研
究
』
第
一
〇
号
、
二
〇
〇
一
年
、
一
一
一－
一
一
二
頁
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー
シ
ロ
『
新
渡
戸
稲
造
―
国
際
主
義
の
開
拓
者
』
中
央
大
学
出
版
部
、
一
九
九
二
年
、
一
六
九－
一
七
九
頁
、Inazo
N
itobe,
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（
６
） Ibi
 
 d,pp.44-46;
       
  
木
田
宏
『
木
田
宏
（
元
文
部
事
務
次
官
）
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
（
下
）』
政
策
研
究
大
学
院
大
学C
O
E
 
 
 
オ
ー
ラ
ル
・
政
策
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
二
〇
〇
三
年
、
二
四
七－
二
四
八
頁
。
（
７
） Ibi
 
 d,pp.49-53
       
 
、
木
田
、
同
右
、
一
〇
四
頁
。
（
８
） 
天
城
勲
『
天
城
勲
（
元
文
部
事
務
次
官
）
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
（
下
）』
政
策
研
究
大
学
院
大
学
、
二
〇
〇
二
年
、
二
二
六
頁
、「
座
談
会
　
国
連
大
学
の
発
足
に
あ
た
っ
て
」『
文
部
時
報
』
一
九
七
四
年
一
月
号
、
八－
九
頁
、
文
部
省
学
術
国
際
局
『
国
連
大
学
』
文
部
省
、
一
九
七
五
年
、 
二－
三
頁
、
木
田
、
同
右
、
六
一
頁
。
（
９
）R
ose,
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N
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O
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N
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U
niversity
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 d   I,p.54
and
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） Ibi
 
 d,pp.48-49
       
 .  
１０
（
　
） 
『
第
六
三
回
国
会
参
議
院
予
算
委
員
会
議
録
第
八
号
』
参
議
院
事
務
局
、
一
九
七
〇
年
三
月
二
六
日
、
二
頁
、U
N
U
ed.,
 
 
 
 
   Retrospective
on
the
  
         
     
１１
二
六
筑
波
法
政
第
四
十
三
号
（
二
〇
〇
七
）
Future:The
U
nited
N
ations
U
niversit
   
       
     
      
  
    y
After
10
Year
  
    
  
   s  
(Tokyo:U
N
U
,1984),pp.16-17.
        
 
 
       
     
  
（
　
） 
『
ユ
ネ
ス
コ
関
係
事
務
の
報
告
（
四
一
）』
文
部
省
、
一
九
七
一
年
、
九
六－
九
八
頁
。
１２
（
　
） 
東
京
大
学
教
育
学
部
編
「
国
連
大
学
を
追
う
」、
一
八－
三
一
頁
、
東
京
大
学
教
育
学
部
図
書
館
所
蔵
。
１３
（
　
） 
「「
国
連
大
学
」
の
設
立
を
提
唱
す
る
」（
社
説
）『
朝
日
新
聞
』、
一
九
七
〇
年
三
月
二
二
日
、
永
井
道
雄
「「
国
連
大
学
」
へ
の
提
言
」『
朝
日
新
１４
聞
』、
一
九
七
〇
年
四
月
二
七
日
。
（
　
） 
文
部
省
編
『
国
連
大
学
関
係
資
料
集
』
文
部
省
、
一
九
七
三
年
、
一
八
三－
一
八
四
頁
、U
nited
N
ations
U
niversity,
(from
 
 
     
      
  
  
   
  
  
G
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１５B
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N
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rchives,K
ew
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(hereafterB
N
A
)
    
     
 
 
 .
（
　
） 
日
本
社
会
党
「
国
連
大
学
の
誘
致
構
想
案
」、
一
九
七
〇
年
一
月
二
六
日
、
東
京
大
学
教
育
学
部
編
O
urR
eport:A
R
esearch
into
the
U
 
 
   
      
 
     
    
    
nited
     
１６N
ations
U
niversity
 
      
  
  
    
付
録
資
料
４
。
（
　
） 
足
立
利
昭
『
新
生
す
る
公
明
党
』
大
和
書
房
、
一
九
七
一
年
、
一
四
一－
一
四
二
頁
。
１７
（
　
） 
同
右
、
一
四
三－
一
四
八
頁
。
１８
（
　
） 
「
国
連
ア
ジ
ア
極
東
地
域
本
部
の
設
置
を
い
そ
げ
」『
公
明
』
一
九
七
〇
年
六
月
号
、
四
三
頁
、K
om
eito
D
ietM
em
bers
atthe
U
N
,
 
 
  
    
 
  
  
   
 
  
  
 
 
 (A
-433),
 
 
    
１９M
ar.30,1973,B
ox
2403,Subject-N
um
 
   
        
   
        
   
  
eric
Files
1970-73,N
ationalA
rchive
    
    
    
   
       
 
  
 s
II,C
ollege
Park,M
D
(
    
      
  
  
 
 
以
下N
A
R
A
)
 
 
 
 
 .
（
　
） 
国
連
局
「
第
六
三
回
特
別
国
会
用
答
弁
資
料
（
補
遺
）「
国
際
大
学
」
に
関
す
る
擬
問
擬
答
」、
一
九
七
〇
年
二
月
一
七
日
、
愛
知
外
相
発
鶴
岡
大
２０
使
宛
電
報
、
第
一
六
四
号
、
一
九
七
〇
年
二
月
二
三
日
、
外
務
省
情
報
公
開
文
書
。
（
　
）U
N
U
ed.,
 
 
 
 
 
   Retrospective
on
the
Futur
  
         
     
  
 e  ,pp.20-21.
       
  
２１
（
　
） 
国
連
局
政
治
課
「
愛
知
外
相
、
ウ
・
タ
ン
国
連
事
務
総
長
会
談
記
録
」、
一
九
七
〇
年
四
月
二
一
日
、
外
務
省
情
報
開
示
文
書
。
２２
（
　
） 
国
連
局
政
治
課
「
佐
藤
総
理
、
ウ
・
タ
ン
国
連
事
務
総
長
会
談
記
録
」、
一
九
七
〇
年
四
月
二
〇
日
、
同
右
。
２３
（
　
） 
日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
「
運
営
小
委
員
会
第228
 
  
回
会
議
議
事
要
録
」、
一
九
七
〇
年
三
月
一
七
日
、
国
連
局
社
会
課
「
国
連
国
際
大
学
に
関
２４
す
る
広
長
ユ
ネ
ス
コ
次
長
報
告
会
」、
一
九
七
〇
年
四
月
二
日
、
同
右
。
（
　
） 
外
務
省
「「
国
連
大
学
」
の
構
想
作
成
日
程
案
」、
一
九
七
〇
年
四
月
六
日
、
同
右
。
２５
（
　
） 
日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
「「
国
連
大
学
」
の
構
想
に
関
す
る
建
議
」、
一
九
七
〇
年
五
月
一
五
日
、
国
連
局
社
会
課
「
国
連
国
際
大
学
に
つ
い
２６
て
」、
一
九
七
〇
年
六
月
五
日
、
同
右
。
二
七
文
化
教
育
面
に
お
け
る
日
本
の
国
連
協
力
の
光
と
影
（
潘
）
（
　
） 
鶴
岡
大
使
発
愛
知
外
相
宛
電
報
、
第
四
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五
号
、
一
九
七
〇
年
二
月
二
〇
日
、
同
右
、G
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A
ltom
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   062),M
ay
27,1970,B
ox
3172,Subjec
     
   
        
   
        
 t-N
um
eric
Files
1970-1973,N
A
R
A
;
  
  
    
    
    
     
 
 
 
 
愛
知
外
相
発
中
山
大
使
宛
２９
電
報
、
第
八
八
七
号
、
一
九
七
〇
年
七
月
二
九
日
、
外
務
省
情
報
開
示
文
書
。
（
　
） 
外
務
省
「
第
四
九
回
経
済
社
会
理
事
会
訓
令
　
国
連
国
際
大
学
部
分
」、
外
務
省
情
報
開
示
文
書
。
３０
（
　
） 
中
山
大
使
発
愛
知
外
相
宛
電
報
、
第
一
四
三
三
号
、
一
九
七
〇
年
七
月
一
八
日
、
同
右
。
３１
（
　
）
U
nited
N
ations
U
niversity,
m
em
o
 
  
     
      
  
  
   
 
  
 
from
B
aker-B
ates
to
G
oodfellow
,Jul
  
 
 
    
 
  
    
    
   
    .9,1970
and
Steering
C
om
m
ittee
on
 
      
   
 
     
  
 
  
  
  InternationalO
rganisations,
  
 
       
 
   
      
３２
Feasibility
ofan
InternationalU
n
      
    
      
 
       
 iversity,
Jul.20,1970,FC
O
61/75
 
  
   
 
   
         
 
 
  
 7,B
N
A
   
 
 
.  
（
　
） 
中
山
大
使
発
愛
知
外
相
宛
電
報
、
第
一
五
二
一
号
、
一
九
七
〇
年
七
月
二
八
日
、
外
務
省
情
報
開
示
文
書
。
３３
（
　
） 
中
山
大
使
発
愛
知
外
相
宛
電
報
、
第
一
五
三
八
号
、
一
九
七
〇
年
七
月
二
九
日
、
同
右
、G
eneva
to
London
(Tele.579),Jul.2
 
        
         
      
   
9,1970,FC
O
         
 
 
３４61/757,ibid
   
    
 
.  
（
　
）London
to
G
eneva
(Tele.342),Jul.
 
         
         
      
   30,1970;G
eneva
to
London
(Tele.11
        
        
         
   1,Saving),Jul.31,1970,FC
O
61/75
      
   
   
         
 
 
  
 7,   ibid.
 
 
 
３５
（
　
）
International
U
niversity,
Septe
 
  
 
 
      
 
  
  
   
     
m
ber
25,
1970;
International
U
nive
 
   
   
     
  
 
 
      
 
  
 rsity,
Sept.
25,
1970;
Proposal
f
 
   
         
     
  
     
 or
the
establishm
ent
of
an
 
 
     
     
   
  
   
３６InternationalU
niversity,
N
ov.13,
 
 
 
       
  
  
   
 
      1970,allin
FC
O
61/757
          
 
 
 
  
  ,  ibid.
 
 
 
（
　
）G
eneva
to
London
(Tele.1094
and
10
 
 
        
         
      
   
 95),N
ov.4,1970,FC
O
61/757
    
            
 
 
  
  ,  ibid.
 
 
 
３７
（
　
）N
ew
York
to
London
(Tele.3027),N
o
 
 
  
 
  
   
         
       
 v.26,1970;London
to
N
ew
York
(Tel
                   
  
 
  
    e.1801),N
ov.27,1970,FC
O
61/758,
       
             
 
 
  
   ibid.
 
 
 
３８
（
　
）N
ew
York
to
London
(Tele.3086),D
e
 
 
  
 
  
   
         
       
 c.2,1970;N
ew
York
to
London
(Tele
          
  
 
  
   
         
.3111),D
ec.3,1970;London
to
N
ew
       
                   
  
York
(Tele.1836),D
ec.
 
  
    
       
   
３９4,1970;N
ew
York
to
London
(Tele.3
        
  
 
  
   
         
  96,Saving),D
ec.29,1970,allin
F
       
   
                
C
O
61/758,
 
 
 
  
   ibid.
 
 
 
（
　
）
R
esolution
A
dopted
by
the
G
eneral
 
      
    
    
  
     
    
 A
ssem
bly
2691
(X
X
V
).International
 
    
  
 
     
 
 
    
 
      U
niversity,
D
ec.11,1970,
 
  
  
   
 
           
『
国
連
大
学
関
係
資
料
集
』、
前
掲
、
４０
四
〇－
四
三
頁
。
（
　
）
N
otes
ofM
eeting
Thursday
14
Janu
 
  
  
  
  
      
   
    
  
   ary
to
C
onsiderthe
Proposalforan
  
   
    
   
  
 
      
    InternationalU
niversity,
Jan.21,
  
 
       
  
  
   
 
      1971,FC
O
61/850,B
N
A
       
 
 
  
    
 
 
.  
４１
（
　
）
The
U
N
U
niversity,
Jan.22,197
 
     
 
 
  
  
   
 
         1,FC
O
61/850
    
 
 
  
  ,  ibid.
 
 
 
４２
二
八
筑
波
法
政
第
四
十
三
号
（
二
〇
〇
七
）
（
　
） 
『
ユ
ネ
ス
コ
関
係
事
務
の
報
告
（
四
一
）』、
前
掲
、
九
二－
一
〇
四
頁
。
４３
（
　
） 
Proposalforthe
Establishm
entof
   
      
  
  
  
     
     an
InternationalU
niversity
M
eeting
     
 
       
  
  
   
      ofthe
U
N
Secretary-G
eneral
  
  
 
 
   
 
 
 
    
  s
PanelofExperts,G
eneva
7-9,Ju
 
              
      
 
   ly,
 
  
４４A
ug.1971,FC
O
61/851,B
N
A
 
          
 
 
  
    
 
 
.  
（
　
）
The
International
U
niversity:
Pro
 
      
 
 
      
 
  
  
   
  
gress
R
eport,
Sept.
1971;
R
eport
  
    
     
           
      
and
C
om
m
ents
of
the
D
irector-G
enera
      
  
 
   
   
 
   
    
 
 
    
l
on
the
R
esults
of
the
 
    
   
        
 
  
４５Feasibility
Study
G
overning
the
Inte
     
    
 
   
    
 
       
rnationalU
niversity,
O
ct.19,197
 
       
  
  
   
 
   
     1,FC
O
61/852
    
 
 
  
  ,  ibid.
 
 
 
（
　
）N
ew
York
to
London
(Tele.177,Savi
 
 
  
 
  
   
         
         ng),N
ov.26,1971;N
ew
York
to
Lond
   
            
  
 
  
   
   on
(Tele.1820),N
ov.27,1971,FC
O
      
       
             
 
 61/853,ibid;
  
    
 
 
外
務
省
国
４６
連
局
編
『
国
連
情
報
　
第
三
巻
』、
一
九
七
二
年
、
三
九
四－
三
九
六
頁
。
（
　
）From
C
ooper
to
K
eeble,A
ugust
20,1
 
  
 
  
     
 
  
    
  
     
    971and
International
U
niversity,
         
 
 
      
 
  
  
   
O
ct.6,1971,FC
O
61/852;
N
ew
York
  
            
 
    
   
 
  
  
  
 to
London
(Tele.282,
 
         
  
     
４７Saving),D
ec.22,1971,FC
O
61/853
    
   
             
 
 
  
  ,  ibid.
 
 
 
（
　
）London
to
N
ew
York
(Tele.997),N
ov
 
         
  
 
  
    
      
  em
ber23,1972,FC
O
61/934
  
             
 
 
  
  ,  ibid.
 
 
 
４８
（
　
）N
ew
York
to
W
ashington
(Tele.3463)
 
 
  
 
  
   
    
  
     
      ,Sept.26,1972,B
ox
3220,Subject-
 
    
        
   
        
  N
um
eric
Files
1970-73,N
A
R
A
 
  
    
    
    
   
 
 
 
.  
４９
（
　
）London
to
N
ew
York
(Tele.1026),N
o
 
         
  
 
  
    
       
 vem
ber28,1972
and
N
ew
York
to
Lond
   
           
   
  
 
  
   
   on
(Tele.318,Saving),D
ec.15,197
      
         
   
         2,FC
O
61/934,B
N
A
;
    
 
 
  
    
 
 
 
５０
広
長
敬
太
郎
「
国
連
大
学
の
実
現
本
決
ま
り
」『
文
部
時
報
』
一
九
七
三
年
一
月
号
、
五
七
頁
。
（
　
） 
広
長
、
同
右
。
５１
（
　
） 
天
城
、
前
掲
書
、
二
二
七
頁
。
５２
（
人
文
社
会
科
学
研
究
科
講
師
）
二
九
文
化
教
育
面
に
お
け
る
日
本
の
国
連
協
力
の
光
と
影
（
潘
）
